
計画の区分： 学部の設置

[平成２８年度設置］

名城大学　外国語学部

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

学校法人名城大学　　　　　
令和元年５月１日現在

　作成担当者

　　担当部局（課）名　経営本部総合政策部　課長

　　　職名・氏名　　鈴
スズ

　木
キ

　千
チ

　敏
トシ

　　　電話番号　　０５２-８３８-２００４

　　　（夜間）　　０５２-８３８-２００４

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　０５２-８３２-２３１７

　　　ｅ－mail　　oosousei@ccmails.meijo-u.ac.jp

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　３　大学番号の欄については、平成３１年４月２日付事務連絡「履行状況報告書の提出について

　　　　　（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

届出 

大学番号：０００ 大学番号：私１９０ 
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ オガサワラ  ヒデオ ） （タチバナ　テイジ）

小 笠 原　日 出 男 立　花　貞　司

（平成24年1月） （平成30年7月）

（ ヨシヒサ　コウイチ ） （オハラ　アキヒロ）

吉　久　光　一 小　原　章　裕

（平成27年4月） （平成31年4月）

（ ｹｲｹｲﾕｳ ｱｰﾅﾝﾀﾞ ｸﾏｰﾗ ）

K.K.U. Ananda Kumara

（平成28年4月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）平成３０年度に報告済の内容　→（30）

　　　　　　令和元年度に報告する内容　→（元）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人名城大学

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　名城大学

　　　　愛知県名古屋市東区矢田南四丁目１０２番９

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　〒４６１－８５３４

　　（〒４６８－８５０２

（３） 調査対象大学等の位置

　　　　愛知県名古屋市天白区塩釜口一丁目５０１番地）

　　　　ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

学 部 長

学科長等

辞任に伴い平成30年7月12日に変
更。(元)

学　　長

職　　名

任期満了に伴い平成31年4月1日
に変更。(元)
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（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は、平成２７年度開設の４年制の学科の完成年度を超えて報告する場合（令和元年度までの５年間）ですが、
　　　　完成年度を超えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が４年以下の場合には欄を削除し、
　　　　５年以上の場合には、欄を設けてください。）

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　に報告書を作成してください。

 外国語学部

 　国際英語学科

　学士（外国語学）

対象年度 備　　考

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人

1,456 - 1,592 - 2,066 - 1,535 -

(　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　)

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

1,397 - 1,553 - 2,024 - 1,482 -

(　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　)

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

414 - 485 - 447 - 423 -

(　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　)

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

138 - 148 - 133 - 125 -

(　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　)

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

　　　　ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお、計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

　　　・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学のみ

　　　　記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

1.04倍

平均入学定員
超 過 率

-

0.96

130

( 　- 　)

[ 　-　 ]

1.02

Ｂ　 入学者数

Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

130

(　 - 　) ( 　- 　)

1.06 1.13

( 　- 　)

[ 　-　 ] [ 　-　 ] [ 　-　 ]

130 130

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

人

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。
　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

文学関係

年 人 年次 人

編入学定員 収容定員

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

調査対象学部等の
名称（学位）

備　　考
学位又は学科

の分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員

520-1304

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和元年度平成３０年度平成２８年度 平成２９年度 開設年度から
報告年度まで
の平均入学定

員超過率
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

138 - 149 - 135 - 124 -

[　-　] [　-　] [　-　] [　-　] [　-　] [　-　] [　-  ] [　-  ]

（ - ） （ - ） (  1  ) （ - ） (  2  ) （ - ） （ - ） （ - ）

133 - 143 - 134 -

[　-　] [　-　] [　-　] [　-　] [　-　] [　-　]

（ - ） （ - ） (  1  ) （ - ） (  1  ) （ - ）

131 - 142 -

[　-　] [　-　] [　-　] [　-　]

（ - ） （ - ） (  1  ) （ - ）

124 -

[　-　] [　-　]

(  1  ) （ - ）

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

平成２８年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成２９年度

409

（　　- 　 ） （　　1　　） （　　2　　）

計

備　　　　　考

138 282 524

[　　-  　] [　　-  　] [　　-  　][　　-  　]

４年次

１年次

２年次

３年次

令和元年度平成３０年度

（　　3　　）
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

138 人 4 人 平成２７年度 4 人 0 人
病気、怪我(1人）、進路変更(1人）、他大学入学(1人）、経済
的都合(1人）

平成２７年度 2 人 0 人 就学意欲の低下（2人）

平成２８年度 4 人 0 人 進路変更（3人）、除籍（1人）

平成２７年度 0 人 0 人

平成２８年度 1 人 0 人 他大学入学（1人）

平成２９年度 0 人 0 人

平成２７年度 0 人 0 人

平成２８年度 0 人 0 人

平成２９年度 0 人 0 人

平成３０年度 0 人 0 人

11 人 人 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成２８年度】

平成２８年度の退学者数（ａ） 4
平成２８年度の在学者数（ｂ） 138

【平成２９年度】

平成２９年度の退学者数（ａ） 6
平成２９年度の在学者数（ｂ） 282

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 1
平成３０年度の在学者数（ｂ） 409

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 0
令和元年度の在学者数（ｂ） 524

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

282

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

平成２８年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

人

1

合　　計

人

令和元年度 524 人 0 人

人平成３０年度 409

平成２９年度 6人

0.00 ％=

2.89 ％

2.12 ％

0.24 ％

=

=

=

=

=

=

=
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【令和元年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

現代に生きる 1前 2 2 兼1 現代に生きる 1前 2 2 兼1

歴史と文化 1・2・3・4前 2 1 歴史と文化 1・2・3・4前 2 1

芸術と人間 1・2・3・4後 2 兼1 芸術と人間 1・2・3・4後 2 兼1

哲学 2・3・4前 2 兼1 哲学 2・3・4前 2 兼1

心の科学 2・3・4後 2 兼1 心の科学 2・3・4後 2 兼1

文化人類学 2・3・4後 2 1 文化人類学 2・3・4後 2 1

日本国憲法 1・2・3・4前 2 兼1 日本国憲法 1・2・3・4前 2 兼1

経済学 1・2・3・4前 2 兼1 経済学 1・2・3・4前 2 兼1

市民と社会 1・2・3・4後 2 兼1 市民と社会 1・2・3・4後 2 兼1

ジェンダーと社会 2・3・4前 2 兼1 ジェンダーと社会 2・3・4前 2 兼1

科学と技術の歩み 2・3・4後 2 兼1 科学と技術の歩み 2・3・4後 2 兼1

海外留学入門 1・2・3・4前 2 1 1   海外留学入門 1・2・3・4前 2 1 1

人間と自然 1・2・3・4前 2 兼2 人間と自然 1・2・3・4前 2 兼2

地球と宇宙 1・2・3・4後 2 兼1 地球と宇宙 1・2・3・4後 2 兼1

生命の多様性 2・3・4前 2 兼1 生命の多様性 2・3・4前 2 兼1

数と論理 2・3・4後 2 　 　 　 　 兼1 数と論理 2・3・4後 2 　 　 　 　 兼1

コンピュータリテラシー 1・2・3・4前 2 　 　 　 兼1 コンピュータリテラシー 1・2・3・4前 2 　 　 　 兼1

ウェブデザイン 1・2・3・4後 2 　 　 　 　 兼1 ウェブデザイン 1・2・3・4後 2 　 　 　 　 兼1

情報社会と倫理 1後 2 　 　 　 　 兼1 情報社会と倫理 1後 2 　 　 　 　 兼1

健康･スポーツ科学Ⅰ 1前 1 　 　 　 　 兼2 健康･スポーツ科学Ⅰ 1前 1 1 　 　 　 　 兼1

健康･スポーツ科学Ⅱ 1後 1 　 　 　 　 兼2 健康･スポーツ科学Ⅱ 1後 1 1 　 　 　 　 兼1

キャリア形成論 2・3・4前 2 　 兼1 キャリア形成論 2・3・4前 2 　 兼1

インターンシップ 2・3・4前 2 1 　 　 　 　 インターンシップ 2・3・4前 2 1 1 　 　 　

日本とグローバル人材 1・2・3・4後 2 1 日本とグローバル人材 1・2・3・4後 2 1 兼6
英語コミュニケーションⅠ(基礎1) 1前 2 2 6 1 　 英語コミュニケーションⅠ(基礎1) 1前 2 3 5 0 　
英語コミュニケーションⅡ(基礎2) 1後 2 2 6 1 　 英語コミュニケーションⅡ(基礎2) 1後 2 3 5 0 　
英語コミュニケーションⅢ(応用1) 2前 2 2 5 1 　 兼1 英語コミュニケーションⅢ(応用1) 2前 2 2 4 1 　 0
英語コミュニケーションⅣ(応用2) 2後 2 2 5 1 　 兼1 英語コミュニケーションⅣ(応用2) 2後 2 2 4 1 　 0
英語コミュニケーションⅤ(発展） 3前 2 1 6 1 　 兼1 英語コミュニケーションⅤ(発展） 3前 2 1 6 1 　 0

英語リーディングⅠ(基礎1) 1前 1 2 4 1 　 兼2 英語リーディングⅠ(基礎1) 1前 1 2 3 1 　 兼1

英語リーディングⅡ(基礎2) 1後 1 2 4 1 　 兼2 英語リーディングⅡ(基礎2) 1後 1 2 3 1 　 兼1

英語リーディングⅢ(応用1) 2前 1 1 1 3 　 　 兼4 英語リーディングⅢ(応用1) 2前 1 1 1 2 1 　 兼2

英語リーディングⅣ(応用2) 2後 1 1 1 3 　 兼4 英語リーディングⅣ(応用2) 2後 1 1 1 2 1 　 兼2

英語リーディングⅤ(発展） 3後 1 1 1 6 　 兼1 英語リーディングⅤ(発展） 3後 1 2 0 6 　 0

英語ライティングⅠ(基礎1) 1前 1 1 1 2 1 　 兼4 英語ライティングⅠ(基礎1) 1前 1 1 2 3 0 　 兼2

英語ライティングⅡ(基礎2) 1後 1 1 1 2 1 　 兼4 英語ライティングⅡ(基礎2) 1後 1 1 2 3 0 　 兼2

英語ライティングⅢ(応用1) 2前 1 1 3 1 　 兼4 英語ライティングⅢ(応用1) 2前 1 2 3 0 　 兼2

英語ライティングⅣ(応用2) 2後 1 1 3 1 　 兼4 英語ライティングⅣ(応用2) 2後 1 2 3 0 　 兼2

英語ライティングⅤ(発展) 3後 1 1 1 6 　 兼1 英語ライティングⅤ(発展) 3後 1 0 2 6 　 0
英語ディスカッションⅠ(基礎1) 1前 1 1 2 1 　 兼5 英語ディスカッションⅠ(基礎1) 1前 1 1 4 0 　 兼3
英語ディスカッションⅡ(基礎2) 1後 1 1 2 1 　 兼5 英語ディスカッションⅡ(基礎2) 1後 1 1 4 0 　 兼3
英語ディスカッションⅢ(応用1) 2前 1 2 3 　 　 兼4 英語ディスカッションⅢ(応用1) 2前 1 2 3 　 　 兼3
英語ディスカッションⅣ(応用2) 2後 1 2 3 　 　 兼4 英語ディスカッションⅣ(応用2) 2後 1 2 3 　 　 兼2

パブリック・スピーキング 3前 1 2 3 1 　 兼3 パブリック・スピーキング 3前 1 3 4 0 　 兼1

ディベート 3後 1 2 3 1 　 兼3 ディベート 3後 1 3 4 0 　 兼1

中国語入門Ⅰ 2前 1 1 　 　 　 兼1 中国語入門Ⅰ 2前後 1 1 　 　 　 兼2

中国語入門Ⅱ 2前 1 1 兼1 中国語入門Ⅱ 2前後 1 1 兼1

中国語初級Ⅰ 2後 1 1 兼1 中国語初級Ⅰ 2前後 1 1 兼2

中国語初級Ⅱ 2後 1 1 兼1 中国語初級Ⅱ 2前後 1 1 兼2

中国語中級Ⅰ 3前 1 1 中国語中級Ⅰ 3前 1 0 兼1

中国語中級Ⅱ 3前 1 1 中国語中級Ⅱ 3前 1 0 兼1

中国語応用Ⅰ 3後 1 1 中国語応用Ⅰ 3後 1 1

中国語応用Ⅱ 3後 1 1 中国語応用Ⅱ 3後 1 1

韓国語入門Ⅰ 2前 1 1 韓国語入門Ⅰ 2前後 1 0 兼2

韓国語入門Ⅱ 2前 1 1 韓国語入門Ⅱ 2前後 1 1

韓国語初級Ⅰ 2後 1 1 韓国語初級Ⅰ 2前後 1 0 兼2

韓国語初級Ⅱ 2後 1 1 韓国語初級Ⅱ 2前後 1 1

韓国語中級Ⅰ 3前 1 1 韓国語中級Ⅰ 3後 1 0 兼1

韓国語中級Ⅱ 3前 1 1 韓国語中級Ⅱ 3後 1 1

韓国語応用Ⅰ 3後 1 1 韓国語応用Ⅰ 3後 1 0 兼1

韓国語応用Ⅱ 3後 1 1 韓国語応用Ⅱ 3後 1 1

フランス語入門Ⅰ 2前 1 兼1 フランス語入門Ⅰ 2前後 1 兼1

フランス語入門Ⅱ 2前 1 1 フランス語入門Ⅱ 2前後 1 1

フランス語初級Ⅰ 2後 1 兼1 フランス語初級Ⅰ 2前後 1 兼1

フランス語初級Ⅱ 2後 1 1 フランス語初級Ⅱ 2前後 1 1

フランス語中級Ⅰ 3前 1 兼1 フランス語中級Ⅰ 3前 1 兼1

フランス語中級Ⅱ 3前 1 1 　 　 　 　 フランス語中級Ⅱ 3前 1 1 　 　 　 　

フランス語応用Ⅰ 3後 1 　 　 　 　 兼1 フランス語応用Ⅰ 3後 1 　 　 　 　 兼1

フランス語応用Ⅱ 3後 1 1 　 　 　 　 フランス語応用Ⅱ 3後 1 1 　 　 　 　

スペイン語入門Ⅰ 2前 1 　 　 　 　 兼1 スペイン語入門Ⅰ 2前後 1 　 　 　 　 兼2

スペイン語入門Ⅱ 2前 1 　 　 　 　 兼1 スペイン語入門Ⅱ 2前後 1 　 　 　 　 兼1

スペイン語初級Ⅰ 2後 1 　 　 　 　 兼1 スペイン語初級Ⅰ 2前後 1 　 　 　 　 兼2

スペイン語初級Ⅱ 2後 1 　 　 　 　 兼1 スペイン語初級Ⅱ 2前後 1 　 　 　 　 兼2

スペイン語中級Ⅰ 3前 1 　 　 　 兼1 スペイン語中級Ⅰ 3前 1 　 　 　 兼1

スペイン語中級Ⅱ 3前 1 　 　 　 　 兼1 スペイン語中級Ⅱ 3前 1 　 　 　 　 兼1

スペイン語応用Ⅰ 3後 1 　 　 　 　 兼1 スペイン語応用Ⅰ 3後 1 　 　 　 　 兼1

スペイン語応用Ⅱ 3後 1 　 　 　 　 兼1 スペイン語応用Ⅱ 3後 1 　 　 　 　 兼1
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＜外国語学部　国際英語学科＞

（１）ー① 授業科目表

【認可時又は届出時】

２　授業科目の概要
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

英語学概論 1前 2 1 英語学概論 1前 2 1

英米文学概論 1前 2 1 兼1 英米文学概論 1前 2 1 兼1

異文化理解 1後 2 2 　 異文化理解 1後 2 2 　

英語音声学 1後 2 1 英語音声学 1後 2 1

英語の構造と仕組み 2前 2 1 英語の構造と仕組み 2前 2 1
コミュニケーションのための英文法 2後 2 1 コミュニケーションのための英文法 2後 2 1

イギリス文学研究 2前 2 兼1 イギリス文学研究 2前 2 兼1

アメリカ文学研究 2後 2 1 アメリカ文学研究 2後 2 1
インタラクティブ・イングリッシュⅠ 2前 2 2 1 インタラクティブ・イングリッシュⅠ 2前 2 2 0
インタラクティブ・イングリッシュⅡ 2後 2 2 1 インタラクティブ・イングリッシュⅡ 2後 2 1 1

異文化コミュニケーション 2前 2 1 異文化コミュニケーション 2前 2 1

多文化共生論 2後 2 1 多文化共生論 2後 2 1

日本中世近世史 1後 2 兼1 日本中世近世史 1後 2 兼1

日本文学研究 2後 2 1 日本文学研究 2後 2 1

日本の伝統文化 2前 2 1 日本の伝統文化 2前 2 1

日本の先端文化 2後 2 兼1 日本の先端文化 2後 2 兼1

アジアを学ぶ 1前 2 1 　 　 　 　 アジアを学ぶ 1前 2 1 　 　 　 　

地域研究論 1後 2 1 　 　 　 　 地域研究論 1後 2 1 　 　 　 　
アカデミック・イングリッシュⅠ 1後 2 2 　 　 　 アカデミック・イングリッシュⅠ 1後 2 1 　 　 　
アカデミック・イングリッシュⅡ 2前 2 2 　 　 　 アカデミック・イングリッシュⅡ 2前 2 1 　 　 　

メディア・イングリッシュⅠ 3前 2 1 1 　 メディア・イングリッシュⅠ 3前 2 1 0 　

メディア・イングリッシュⅡ 3後 2 1 　 1 　 メディア・イングリッシュⅡ 3後 2 1 　 0 　

英語の拡がりと多様性 3後 2 1 英語の拡がりと多様性 3後 2 1

第二言語習得論 2前 2 1 　 　 　 第二言語習得論 2前 2 1 　 　 　

英語科教育法Ⅰ 2前 2 1 　 　 　 英語科教育法Ⅰ 2前 2 1 　 　 　

英語科教育法Ⅱ 2後 2 1 　 　 　 英語科教育法Ⅱ 2後 2 1 　 　 　

アメリカ地域研究 2前 2 1 アメリカ地域研究 2前 2 1

イギリス地域研究 2後 2 兼1 イギリス地域研究 2後 2 兼1

中国地域研究 2前 2 1 中国地域研究 2前 2 1

韓国地域研究 2後 2 1 韓国地域研究 2後 2 1

ベトナムの言語と文化Ⅰ 3前 2 兼1 ベトナムの言語と文化Ⅰ 3前 2 兼1

ベトナムの言語と文化Ⅱ 3後 2 兼1 ベトナムの言語と文化Ⅱ 3後 2 兼1

タイの言語と文化Ⅰ 3前 2 1 タイの言語と文化Ⅰ 3前 2 1

タイの言語と文化Ⅱ 3後 2 1 タイの言語と文化Ⅱ 3後 2 1

インドネシアの言語と文化Ⅰ 3前 2 兼1 インドネシアの言語と文化Ⅰ 3前 2 兼1

インドネシアの言語と文化Ⅱ 3後 2 兼1 インドネシアの言語と文化Ⅱ 3後 2 兼1
国際フィールドワークⅠ(英語圏) 3前 4 1 国際フィールドワークⅠ(英語圏) 3前 4 1
国際フィールドワークⅡ(非英語圏) 3後 4 1 国際フィールドワークⅡ(非英語圏) 3後 4 1

海外研修 2前 4 1 海外研修 2前 4 1

日本近現代史 2前 2 1 　 　 　 　 日本近現代史 2前 2 1 　 　 　 　

日本の宗教 2後 2 兼1 日本の宗教 2後 2 兼1

日本の経済 2前 2 1 日本の経済 2前 2 1

日本の政治 2後 2 1 日本の政治 2後 2 1

現代の日本社会 3後 2 兼1 現代の日本社会 3後 2 兼1

パブリックリレーションズ 2前 2 兼1 パブリックリレーションズ 2前 2 兼1

仏教文化論 2前 2 兼1 仏教文化論 2前 2 兼1

キリスト教文化論 2前 2 兼1 キリスト教文化論 2前 2 兼1

イスラム教文化論 2後 2 兼1 イスラム教文化論 2前 2 兼1

英語通訳演習 3・4後 2 兼1 英語通訳演習 3・4後 2 兼1

ビジネス英語 3・4前 2 兼1 ビジネス英語 3・4前 2 兼1

英語プレゼンテーション 3・4前 2 1 2 英語プレゼンテーション 3・4前 2 2 1

英語科指導法Ⅰ 3前 2 1 英語科指導法Ⅰ 3前 2 1

英語科指導法Ⅱ 3後 2 1 英語科指導法Ⅱ 3後 2 1

日本のものづくり 3・4前 2 兼1 日本のものづくり 3・4前 2 兼1

日本のツーリズム 3・4後 2 1 日本のツーリズム 3・4後 2 1

国際関係論 3・4前 2 1 国際関係論 3・4前 2 1

国際経済論 3・4後 2 　 　 　 兼1 国際経済論 3・4後 2 　 　 　 兼1

近現代の日中関係 3・4後 2 　 　 兼1 近現代の日中関係 3・4後 2 　 　 兼1

近現代の日韓関係 3・4前 2 　 　 　 　 兼1 近現代の日韓関係 3・4前 2 　 　 　 　 兼1

アセアン事情 3・4前 2 1 アセアン事情 3・4前 2 1

南アジア事情 3・4後 2 1 　 　 　 　 南アジア事情 3・4後 2 1 　 　 　 　

ヨーロッパの文学と社会 3・4後 2 1 　 　 　 　 ヨーロッパの文学と社会 3・4後 2 1 　 　 　 　

基礎演習Ⅰ 1前 2 8 3 　 　 　 基礎演習Ⅰ 1前 2 9 3 　 　 　

基礎演習Ⅱ 1後 2 8 3 基礎演習Ⅱ 1後 2 9 3

基礎演習Ⅲ 2前 2 5 基礎演習Ⅲ 2前 2 5

基礎演習Ⅳ 2後 2 5 基礎演習Ⅳ 2後 2 5

ゼミナールⅠ 3前 2 9 4 ゼミナールⅠ 3前 2 9 4

ゼミナールⅡ 3後 2 9 4 ゼミナールⅡ 3後 2 9 4

ゼミナールⅢ 4前 2 9 4 ゼミナールⅢ 4前 2 10 4

ゼミナールⅣ 4後 2 9 4 ゼミナールⅣ 4後 2 10 4
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【平成２９年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
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現代に生きる 1前 2 2 兼1 現代に生きる 1前 2 2 兼1

歴史と文化 1・2・3・4前 2 1 歴史と文化 1・2・3・4前 2 1

芸術と人間 1・2・3・4後 2 兼1 芸術と人間 1・2・3・4後 2 兼1

哲学 2・3・4前 2 兼1 哲学 2・3・4前 2 兼1

心の科学 2・3・4後 2 兼1 心の科学 2・3・4後 2 兼1

文化人類学 2・3・4後 2 1 文化人類学 2・3・4後 2 1

日本国憲法 1・2・3・4前 2 兼1 日本国憲法 1・2・3・4前 2 兼1

経済学 1・2・3・4前 2 兼1 経済学 1・2・3・4前 2 兼1

市民と社会 1・2・3・4後 2 兼1 市民と社会 1・2・3・4後 2 兼1

ジェンダーと社会 2・3・4前 2 兼1 ジェンダーと社会 2・3・4前 2 兼1

科学と技術の歩み 2・3・4後 2 兼1 科学と技術の歩み 2・3・4後 2 兼1

海外留学入門 1・2・3・4前 2 1 1   海外留学入門 1・2・3・4前 2 1 1   

人間と自然 1・2・3・4前 2 兼2 人間と自然 1・2・3・4前 2 兼2

地球と宇宙 1・2・3・4後 2 兼1 地球と宇宙 1・2・3・4後 2 兼1

生命の多様性 2・3・4前 2 兼1 生命の多様性 2・3・4前 2 兼1

数と論理 2・3・4後 2 　 　 　 　 兼1 数と論理 2・3・4後 2 　 　 　 　 兼1

コンピュータリテラシー 1・2・3・4前 2 　 　 　 兼1 コンピュータリテラシー 1・2・3・4前 2 　 　 　 兼1

ウェブデザイン 1・2・3・4後 2 　 　 　 　 兼1 ウェブデザイン 1・2・3・4後 2 　 　 　 　 兼1

情報社会と倫理 1後 2 　 　 　 　 兼1 情報社会と倫理 1後 2 　 　 　 　 兼1

健康･スポーツ科学Ⅰ 1前 1 　 　 　 　 兼2 健康･スポーツ科学Ⅰ 1前 1 1 　 　 　 　 兼1

健康･スポーツ科学Ⅱ 1後 1 　 　 　 　 兼2 健康･スポーツ科学Ⅱ 1後 1 1 　 　 　 　 兼1

キャリア形成論 2・3・4前 2 　 兼1 キャリア形成論 2・3・4前 2 　 兼1

インターンシップ 2・3・4前 2 1 　 　 　 　 インターンシップ 2・3・4前 2 1 　 　 　 　

日本とグローバル人材 1・2・3・4後 2 1 日本とグローバル人材 1・2・3・4後 2 1
英語コミュニケーションⅠ(基礎1) 1前 2 2 6 1 　 英語コミュニケーションⅠ(基礎1) 1前 2 2 6 1 　
英語コミュニケーションⅡ(基礎2) 1後 2 2 6 1 　 英語コミュニケーションⅡ(基礎2) 1後 2 2 6 1 　
英語コミュニケーションⅢ(応用1) 2前 2 2 5 1 　 兼1 英語コミュニケーションⅢ(応用1) 2前 2 2 5 1 　 0
英語コミュニケーションⅣ(応用2) 2後 2 2 5 1 　 兼1 英語コミュニケーションⅣ(応用2) 2後 2 2 5 1 　 0
英語コミュニケーションⅤ(発展） 3前 2 1 6 1 　 兼1 英語コミュニケーションⅤ(発展） 3前 2 1 6 1 　 兼1

英語リーディングⅠ(基礎1) 1前 1 2 4 1 　 兼1 英語リーディングⅠ(基礎1) 1前 1 2 4 1 　 兼1

英語リーディングⅡ(基礎2) 1後 1 2 4 1 　 兼1 英語リーディングⅡ(基礎2) 1後 1 2 4 1 　 兼1

英語リーディングⅢ(応用1) 2前 1 1 1 3 　 　 兼4 英語リーディングⅢ(応用1) 2前 1 1 1 2 1 　 兼2

英語リーディングⅣ(応用2) 2後 1 1 1 3 　 兼4 英語リーディングⅣ(応用2) 2後 1 1 1 2 1 　 兼2

英語リーディングⅤ(発展） 3後 1 1 1 6 　 兼1 英語リーディングⅤ(発展） 3後 1 1 1 6 　 兼1

英語ライティングⅠ(基礎1) 1前 1 1 1 2 1 　 兼2 英語ライティングⅠ(基礎1) 1前 1 1 1 2 1 　 兼3

英語ライティングⅡ(基礎2) 1後 1 1 1 2 1 　 兼2 英語ライティングⅡ(基礎2) 1後 1 1 1 2 1 　 兼3

英語ライティングⅢ(応用1) 2前 1 1 3 1 　 兼4 英語ライティングⅢ(応用1) 2前 1 1 3 1 　 兼2

英語ライティングⅣ(応用2) 2後 1 1 3 1 　 兼4 英語ライティングⅣ(応用2) 2後 1 1 3 1 　 兼2

英語ライティングⅤ(発展) 3後 1 1 1 6 　 兼1 英語ライティングⅤ(発展) 3後 1 1 1 6 　 兼1
英語ディスカッションⅠ(基礎1) 1前 1 1 2 1 　 兼5 英語ディスカッションⅠ(基礎1) 1前 1 1 3 0 　 兼4
英語ディスカッションⅡ(基礎2) 1後 1 1 2 1 　 兼5 英語ディスカッションⅡ(基礎2) 1後 1 1 3 0 　 兼4
英語ディスカッションⅢ(応用1) 2前 1 2 3 　 　 兼4 英語ディスカッションⅢ(応用1) 2前 1 2 3 　 　 兼3
英語ディスカッションⅣ(応用2) 2後 1 2 3 　 　 兼4 英語ディスカッションⅣ(応用2) 2後 1 2 3 　 　 兼3

パブリック・スピーキング 3前 1 2 3 1 　 兼3 パブリック・スピーキング 3前 1 2 3 1 　 兼3

ディベート 3後 1 2 3 1 　 兼3 ディベート 3後 1 2 3 1 　 兼3

中国語入門Ⅰ 2前 1 1 　 　 　 兼1 中国語入門Ⅰ 2前後 1 1 　 　 　 兼1

中国語入門Ⅱ 2前 1 1 兼1 中国語入門Ⅱ 2前後 1 1 兼1

中国語初級Ⅰ 2後 1 1 兼1 中国語初級Ⅰ 2後 1 0 兼1

中国語初級Ⅱ 2後 1 1 兼1 中国語初級Ⅱ 2後 1 0 兼1

中国語中級Ⅰ 3前 1 1 中国語中級Ⅰ 3前 1 1

中国語中級Ⅱ 3前 1 1 中国語中級Ⅱ 3前 1 1

中国語応用Ⅰ 3後 1 1 中国語応用Ⅰ 3後 1 1

中国語応用Ⅱ 3後 1 1 中国語応用Ⅱ 3後 1 1

韓国語入門Ⅰ 2前 1 1 韓国語入門Ⅰ 2前後 1 1

韓国語入門Ⅱ 2前 1 1 韓国語入門Ⅱ 2前後 1 1

韓国語初級Ⅰ 2後 1 1 韓国語初級Ⅰ 2後 1 1

韓国語初級Ⅱ 2後 1 1 韓国語初級Ⅱ 2後 1 1

韓国語中級Ⅰ 3前 1 1 韓国語中級Ⅰ 3前 1 1

韓国語中級Ⅱ 3前 1 1 韓国語中級Ⅱ 3前 1 1

韓国語応用Ⅰ 3後 1 1 韓国語応用Ⅰ 3後 1 1

韓国語応用Ⅱ 3後 1 1 韓国語応用Ⅱ 3後 1 1

フランス語入門Ⅰ 2前 1 兼1 フランス語入門Ⅰ 2前後 1 兼1

フランス語入門Ⅱ 2前 1 1 フランス語入門Ⅱ 2前後 1 1

フランス語初級Ⅰ 2後 1 兼1 フランス語初級Ⅰ 2後 1 兼1

フランス語初級Ⅱ 2後 1 1 フランス語初級Ⅱ 2後 1 1

フランス語中級Ⅰ 3前 1 兼1 フランス語中級Ⅰ 3前 1 兼1

フランス語中級Ⅱ 3前 1 1 　 　 　 　 フランス語中級Ⅱ 3前 1 1 　 　 　 　

フランス語応用Ⅰ 3後 1 　 　 　 　 兼1 フランス語応用Ⅰ 3後 1 　 　 　 　 兼1

フランス語応用Ⅱ 3後 1 1 　 　 　 　 フランス語応用Ⅱ 3後 1 1 　 　 　 　

スペイン語入門Ⅰ 2前 1 　 　 　 　 兼1 スペイン語入門Ⅰ 2前後 1 　 　 　 　 兼2

スペイン語入門Ⅱ 2前 1 　 　 　 　 兼1 スペイン語入門Ⅱ 2前後 1 　 　 　 　 兼1

スペイン語初級Ⅰ 2後 1 　 　 　 　 兼1 スペイン語初級Ⅰ 2後 1 　 　 　 　 兼1

スペイン語初級Ⅱ 2後 1 　 　 　 　 兼1 スペイン語初級Ⅱ 2後 1 　 　 　 　 兼1

スペイン語中級Ⅰ 3前 1 　 　 　 兼1 スペイン語中級Ⅰ 3前 1 　 　 　 兼1

スペイン語中級Ⅱ 3前 1 　 　 　 　 兼1 スペイン語中級Ⅱ 3前 1 　 　 　 　 兼1

スペイン語応用Ⅰ 3後 1 　 　 　 　 兼1 スペイン語応用Ⅰ 3後 1 　 　 　 　 兼1

スペイン語応用Ⅱ 3後 1 　 　 　 　 兼1 スペイン語応用Ⅱ 3後 1 　 　 　 　 兼1
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必
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選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
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講
　
師

助
　
教

助
　
手

英語学概論 1前 2 1 英語学概論 1前 2 1

英米文学概論 1前 2 1 兼1 英米文学概論 1前 2 1 兼1

異文化理解 1後 2 2 　 異文化理解 1後 2 2 　

英語音声学 1後 2 1 英語音声学 1後 2 1

英語の構造と仕組み 2前 2 1 英語の構造と仕組み 2前 2 1
コミュニケーションのための英文法 2後 2 1 コミュニケーションのための英文法 2後 2 1

イギリス文学研究 2前 2 兼1 イギリス文学研究 2前 2 兼1

アメリカ文学研究 2後 2 1 アメリカ文学研究 2後 2 1
インタラクティブ・イングリッシュⅠ 2前 2 2 1 インタラクティブ・イングリッシュⅠ 2前 2 2 0
インタラクティブ・イングリッシュⅡ 2後 2 2 1 インタラクティブ・イングリッシュⅡ 2後 2 1 1

異文化コミュニケーション 2前 2 1 異文化コミュニケーション 2前 2 1

多文化共生論 2後 2 1 多文化共生論 2後 2 1

日本中世近世史 1後 2 兼1 日本中世近世史 1後 2 兼1

日本文学研究 2後 2 1 日本文学研究 2後 2 1

日本の伝統文化 2前 2 1 日本の伝統文化 2前 2 1

日本の先端文化 2後 2 兼1 日本の先端文化 2後 2 兼1

アジアを学ぶ 1前 2 1 　 　 　 　 アジアを学ぶ 1前 2 1 　 　 　 　

地域研究論 1後 2 1 　 　 　 　 地域研究論 1後 2 1 　 　 　 　
アカデミック・イングリッシュⅠ 1後 2 2 　 　 　 アカデミック・イングリッシュⅠ 1後 2 1 　 　 　
アカデミック・イングリッシュⅡ 2前 2 2 　 　 　 アカデミック・イングリッシュⅡ 2前 2 1 　 　 　

メディア・イングリッシュⅠ 3前 2 1 1 　 メディア・イングリッシュⅠ 3前 2 1 1 　

メディア・イングリッシュⅡ 3後 2 1 　 1 　 メディア・イングリッシュⅡ 3後 2 1 　 1 　

英語の拡がりと多様性 3後 2 1 英語の拡がりと多様性 3後 2 1

第二言語習得論 2前 2 1 　 　 　 第二言語習得論 2前 2 1 　 　 　

英語科教育法Ⅰ 2前 2 1 　 　 　 英語科教育法Ⅰ 2前 2 1 　 　 　

英語科教育法Ⅱ 2後 2 1 　 　 　 英語科教育法Ⅱ 2後 2 1 　 　 　

アメリカ地域研究 2前 2 1 アメリカ地域研究 2前 2 1

イギリス地域研究 2後 2 兼1 イギリス地域研究 2後 2 兼1

中国地域研究 2前 2 1 中国地域研究 2前 2 1

韓国地域研究 2後 2 1 韓国地域研究 2後 2 1

ベトナムの言語と文化Ⅰ 3前 2 兼1 ベトナムの言語と文化Ⅰ 3前 2 兼1

ベトナムの言語と文化Ⅱ 3後 2 兼1 ベトナムの言語と文化Ⅱ 3後 2 兼1

タイの言語と文化Ⅰ 3前 2 1 タイの言語と文化Ⅰ 3前 2 1

タイの言語と文化Ⅱ 3後 2 1 タイの言語と文化Ⅱ 3後 2 1

インドネシアの言語と文化Ⅰ 3前 2 兼1 インドネシアの言語と文化Ⅰ 3前 2 兼1

インドネシアの言語と文化Ⅱ 3後 2 兼1 インドネシアの言語と文化Ⅱ 3後 2 兼1
国際フィールドワークⅠ(英語圏) 3前 4 1 国際フィールドワークⅠ(英語圏) 3前 4 1
国際フィールドワークⅡ(非英語圏) 3後 4 1 国際フィールドワークⅡ(非英語圏) 3後 4 1

海外研修 2前 4 1 海外研修 2前 4 1

日本近現代史 2前 2 1 　 　 　 　 日本近現代史 2前 2 1 　 　 　 　

日本の宗教 2後 2 兼1 日本の宗教 2後 2 兼1

日本の経済 2前 2 1 日本の経済 2前 2 1

日本の政治 2後 2 1 日本の政治 2後 2 1

現代の日本社会 3後 2 兼1 現代の日本社会 3後 2 兼1

パブリックリレーションズ 2前 2 兼1 パブリックリレーションズ 2前 2 兼1

仏教文化論 2前 2 兼1 仏教文化論 2前 2 兼1

キリスト教文化論 2前 2 兼1 キリスト教文化論 2前 2 兼1

イスラム教文化論 2後 2 兼1 イスラム教文化論 2前 2 兼1

英語通訳演習 3・4後 2 兼1 英語通訳演習 3・4後 2 兼1

ビジネス英語 3・4前 2 兼1 ビジネス英語 3・4前 2 兼1

英語プレゼンテーション 3・4前 2 1 2 英語プレゼンテーション 3・4前 2 1 2

英語科指導法Ⅰ 3前 2 1 英語科指導法Ⅰ 3前 2 1

英語科指導法Ⅱ 3後 2 1 英語科指導法Ⅱ 3後 2 1

日本のものづくり 3・4前 2 兼1 日本のものづくり 3・4前 2 兼1

日本のツーリズム 3・4後 2 1 日本のツーリズム 3・4後 2 1

国際関係論 3・4前 2 1 国際関係論 3・4前 2 1

国際経済論 3・4後 2 　 　 　 兼1 国際経済論 3・4後 2 　 　 　 兼1

近現代の日中関係 3・4後 2 　 　 兼1 近現代の日中関係 3・4後 2 　 　 兼1

近現代の日韓関係 3・4前 2 　 　 　 　 兼1 近現代の日韓関係 3・4前 2 　 　 　 　 兼1

アセアン事情 3・4前 2 1 アセアン事情 3・4前 2 1

南アジア事情 3・4後 2 1 　 　 　 　 南アジア事情 3・4後 2 1 　 　 　 　

ヨーロッパの文学と社会 3・4後 2 1 　 　 　 　 ヨーロッパの文学と社会 3・4後 2 1 　 　 　 　

基礎演習Ⅰ 1前 2 8 3 　 　 　 基礎演習Ⅰ 1前 2 8 3 　 　 　

基礎演習Ⅱ 1後 2 8 3 基礎演習Ⅱ 1後 2 8 3

基礎演習Ⅲ 2前 2 5 基礎演習Ⅲ 2前 2 5

基礎演習Ⅳ 2後 2 5 基礎演習Ⅳ 2後 2 5

ゼミナールⅠ 3前 2 9 4 ゼミナールⅠ 3前 2 9 4

ゼミナールⅡ 3後 2 9 4 ゼミナールⅡ 3後 2 9 4

ゼミナールⅢ 4前 2 9 4 ゼミナールⅢ 4前 2 9 4

ゼミナールⅣ 4後 2 9 4 ゼミナールⅣ 4後 2 9 4
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【平成３０年度】
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授

講
　
師

助
　
教

助
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現代に生きる 1前 2 2 兼1

歴史と文化 1・2・3・4前 2 1

芸術と人間 1・2・3・4後 2 兼1

哲学 2・3・4前 2 兼1

心の科学 2・3・4後 2 兼1

文化人類学 2・3・4後 2 1

日本国憲法 1・2・3・4前 2 兼1

経済学 1・2・3・4前 2 兼1

市民と社会 1・2・3・4後 2 兼1

ジェンダーと社会 2・3・4前 2 兼1

科学と技術の歩み 2・3・4後 2 兼1

海外留学入門 1・2・3・4前 2 1 1   

人間と自然 1・2・3・4前 2 兼2

地球と宇宙 1・2・3・4後 2 兼1

生命の多様性 2・3・4前 2 兼1

数と論理 2・3・4後 2 　 　 　 　 兼1

コンピュータリテラシー 1・2・3・4前 2 　 　 　 兼1

ウェブデザイン 1・2・3・4後 2 　 　 　 　 兼1

情報社会と倫理 1後 2 　 　 　 　 兼1

健康･スポーツ科学Ⅰ 1前 1 1 　 　 　 　 兼1

健康･スポーツ科学Ⅱ 1後 1 1 　 　 　 　 兼1

キャリア形成論 2・3・4前 2 　 兼1

インターンシップ 2・3・4前 2 1 1 　 　 　

日本とグローバル人材 1・2・3・4後 2 1
英語コミュニケーションⅠ(基礎1) 1前 2 3 6 0 　
英語コミュニケーションⅡ(基礎2) 1後 2 3 6 0 　
英語コミュニケーションⅢ(応用1) 2前 2 2 5 1 　 0
英語コミュニケーションⅣ(応用2) 2後 2 2 5 1 　 0
英語コミュニケーションⅤ(発展） 3前 2 1 6 1 　 0

英語リーディングⅠ(基礎1) 1前 1 2 4 1 　 兼1

英語リーディングⅡ(基礎2) 1後 1 2 4 1 　 兼1

英語リーディングⅢ(応用1) 2前 1 1 1 2 1 　 兼2

英語リーディングⅣ(応用2) 2後 1 1 1 2 1 　 兼2

英語リーディングⅤ(発展） 3後 1 2 0 6 　 0

英語ライティングⅠ(基礎1) 1前 1 1 2 2 0 　 兼3

英語ライティングⅡ(基礎2) 1後 1 1 2 2 0 　 兼3

英語ライティングⅢ(応用1) 2前 1 2 3 0 　 兼2

英語ライティングⅣ(応用2) 2後 1 2 3 0 　 兼2

英語ライティングⅤ(発展) 3後 1 0 2 6 　 0
英語ディスカッションⅠ(基礎1) 1前 1 1 3 0 　 兼4
英語ディスカッションⅡ(基礎2) 1後 1 1 3 0 　 兼4
英語ディスカッションⅢ(応用1) 2前 1 2 3 　 　 兼3
英語ディスカッションⅣ(応用2) 2後 1 2 3 　 　 兼3

パブリック・スピーキング 3前 1 3 3 0 　 兼2

ディベート 3後 1 3 3 0 　 兼2

中国語入門Ⅰ 2前後 1 1 　 　 　 兼1

中国語入門Ⅱ 2前後 1 1 兼1

中国語初級Ⅰ 2前後 1 1 兼2

中国語初級Ⅱ 2前後 1 1 兼2

中国語中級Ⅰ 3前 1 0 兼1

中国語中級Ⅱ 3前 1 0 兼1

中国語応用Ⅰ 3後 1 1

中国語応用Ⅱ 3後 1 1

韓国語入門Ⅰ 2前後 1 1

韓国語入門Ⅱ 2前後 1 1

韓国語初級Ⅰ 2前後 1 1

韓国語初級Ⅱ 2前後 1 1

韓国語中級Ⅰ 3後 1 1

韓国語中級Ⅱ 3後 1 1

韓国語応用Ⅰ 3後 1 0

韓国語応用Ⅱ 3後 1 0

フランス語入門Ⅰ 2前後 1 兼1

フランス語入門Ⅱ 2前後 1 1

フランス語初級Ⅰ 2前後 1 兼1

フランス語初級Ⅱ 2前後 1 1

フランス語中級Ⅰ 3前 1 兼1

フランス語中級Ⅱ 3前 1 1 　 　 　 　

フランス語応用Ⅰ 3後 1 　 　 　 　 兼1

フランス語応用Ⅱ 3後 1 1 　 　 　 　

スペイン語入門Ⅰ 2前後 1 　 　 　 　 兼2

スペイン語入門Ⅱ 2前後 1 　 　 　 　 兼1

スペイン語初級Ⅰ 2前後 1 　 　 　 　 兼2

スペイン語初級Ⅱ 2前後 1 　 　 　 　 兼1

スペイン語中級Ⅰ 3前 1 　 　 　 0

スペイン語中級Ⅱ 3前 1 　 　 　 　 兼1

スペイン語応用Ⅰ 3後 1 　 　 　 　 0

スペイン語応用Ⅱ 3後 1 　 　 　 　 兼1

専
門
教
育
部
門

外
国
語
科
目
群

第
一
外
国
語
科
目

第
二
外
国
語
科
目

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次
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目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

英語学概論 1前 2 1

英米文学概論 1前 2 1 兼1

異文化理解 1後 2 2 　

英語音声学 1後 2 1

英語の構造と仕組み 2前 2 1
コミュニケーションのための英文法 2後 2 1

イギリス文学研究 2前 2 兼1

アメリカ文学研究 2後 2 1
インタラクティブ・イングリッシュⅠ 2前 2 2 0
インタラクティブ・イングリッシュⅡ 2後 2 1 1

異文化コミュニケーション 2前 2 1

多文化共生論 2後 2 1

日本中世近世史 1後 2 兼1

日本文学研究 2後 2 1

日本の伝統文化 2前 2 1

日本の先端文化 2後 2 兼1

アジアを学ぶ 1前 2 1 　 　 　 　

地域研究論 1後 2 1 　 　 　 　
アカデミック・イングリッシュⅠ 1後 2 1 　 　 　
アカデミック・イングリッシュⅡ 2前 2 1 　 　 　

メディア・イングリッシュⅠ 3前 2 1 0 　

メディア・イングリッシュⅡ 3後 2 1 　 0 　

英語の拡がりと多様性 3後 2 1

第二言語習得論 2前 2 1 　 　 　

英語科教育法Ⅰ 2前 2 1 　 　 　

英語科教育法Ⅱ 2後 2 1 　 　 　

アメリカ地域研究 2前 2 1

イギリス地域研究 2後 2 兼1

中国地域研究 2前 2 1

韓国地域研究 2後 2 1

ベトナムの言語と文化Ⅰ 3前 2 兼1

ベトナムの言語と文化Ⅱ 3後 2 兼1

タイの言語と文化Ⅰ 3前 2 1

タイの言語と文化Ⅱ 3後 2 1

インドネシアの言語と文化Ⅰ 3前 2 兼1

インドネシアの言語と文化Ⅱ 3後 2 兼1
国際フィールドワークⅠ(英語圏) 3前 4 0
国際フィールドワークⅡ(非英語圏) 3後 4 1

海外研修 2前 4 1

日本近現代史 2前 2 1 　 　 　 　

日本の宗教 2後 2 兼1

日本の経済 2前 2 1

日本の政治 2後 2 1

現代の日本社会 3後 2 兼1

パブリックリレーションズ 2前 2 兼1

仏教文化論 2前 2 兼1

キリスト教文化論 2前 2 兼1

イスラム教文化論 2前 2 兼1

英語通訳演習 3・4後 2 兼1

ビジネス英語 3・4前 2 兼1

英語プレゼンテーション 3・4前 2 2 0

英語科指導法Ⅰ 3前 2 1

英語科指導法Ⅱ 3後 2 1

日本のものづくり 3・4前 2 兼1

日本のツーリズム 3・4後 2 1

国際関係論 3・4前 2 1

国際経済論 3・4後 2 　 　 　 兼1

近現代の日中関係 3・4後 2 　 　 兼1

近現代の日韓関係 3・4前 2 　 　 　 　 兼1

アセアン事情 3・4前 2 1

南アジア事情 3・4後 2 1 　 　 　 　

ヨーロッパの文学と社会 3・4後 2 1 　 　 　 　

基礎演習Ⅰ 1前 2 9 3 　 　 　

基礎演習Ⅱ 1後 2 9 3

基礎演習Ⅲ 2前 2 5

基礎演習Ⅳ 2後 2 5

ゼミナールⅠ 3前 2 10 4

ゼミナールⅡ 3後 2 10 4

ゼミナールⅢ 4前 2 9 4

ゼミナールⅣ 4後 2 9 4

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）
　　　・  本授業科目表は、開設年度から提出年度までの間において実際に実施された授業科目に関する情報として記入してください。
　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

　　　　黒字で記入してください。その上で、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

兼
任
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兼
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【平成２８年度】

【平成２９年度】

【平成３０年度】

【令和元年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、
　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。
　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。
　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

147

[　0　] [　0　] [　0　] [　0　]

33 114 0 147 33 114 0

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 計（Ａ） 必修 選択 自由 計

・教育効果向上のため、「健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学Ⅰ」「健康･ｽﾎﾟｰﾂ科学Ⅱ」の専任教員等の配置等を「教授０」から「教授１」に、「兼２」から「兼１」に変更。
・時間割編成の都合により、「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ（応用1）」「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ（応用2）」の兼任・兼担教員の配置を「兼１」から「０」に変更。
・時間割編成の都合により、「英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅢ（応用1）」「英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅣ（応用2）」の専任教員等の配置等のうち「講師３」を「講師２」に、「助教０」を「助教１」
　に、「兼４」を「兼２」に変更。
・時間割編成の都合により、「英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅠ（基礎1）」「英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅡ（基礎2）」の兼任・兼担教員の配置を「兼２」から「兼３」に変更。
・時間割編成の都合により、「英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅢ（応用1）」「英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅣ（応用2）」の兼任・兼担教員の配置を「兼４」から「兼２」に変更。
・時間割編成の都合により、「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ（基礎1）」「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ（基礎2）」の専任教員等の配置等のうち「講師２」を「講師３」に、「助教１」を「助教０」
　に、「兼５」を「兼４」に変更。
・時間割編成の都合により、「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅢ（応用1）」「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅣ（応用2）」の兼任・兼担教員の配置を「兼４」から「兼３」に変更。
・教育効果向上のため、「中国語入門Ⅰ」「中国語入門Ⅱ」「韓国語入門Ⅰ」「韓国語入門Ⅱ」「ﾌﾗﾝｽ語入門Ⅰ」「ﾌﾗﾝｽ語入門Ⅱ」「ｽﾍﾟｲﾝ語入門Ⅰ」「ｽﾍﾟｲﾝ語入門Ⅱ」の
　配当年次を「２前」から「２前後」に変更。
・時間割編成の都合により、「中国語初級Ⅰ」「中国語初級Ⅱ」の専任教員等の配置を「准教授１」から「准教授０」に変更。
・教育効果向上のため、「ｽﾍﾟｲﾝ語入門Ⅰ」の兼任・兼担教員の配置を「兼１」から「兼２」に変更。
・時間割編成の都合により、「ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ」の専任教員等の配置のうち「助教１」を「助教０」に変更。
・時間割編成の都合により、「ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ」の専任教員等の配置のうち「准教授２」を「准教授１」に変更。
・時間割編成の都合により、「ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ」「ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ」の専任教員等の配置を「准教授２」から「准教授１」に変更。
・時間割編成の都合により、「ｲｽﾗﾑ教文化論」の配当年次を「２後」から「２前」に変更。

　　　　 　　　　

・教育効果向上のため、「ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ」の専任教員等の配置のうち「准教授０」を「准教授１」に変更。
・担当教員昇格により、「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ（基礎1）」「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ（基礎2）」の専任教員等の配置のうち「准教授２」を「准教授３」に、「助教１」を「助教０」
　に変更。
・時間割編成の都合により、「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅤ（発展）」の兼任・兼担教員の配置を「兼１」から「０」に変更。
・時間割編成の都合により、「英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅤ（発展）」の専任教員等の配置のうち「教授１」を「教授２」に、「准教授１」を「准教授０」に、兼任・兼担教員の配置を
　「兼１」から「０」に変更。
・担当教員昇格により、「英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅠ（基礎1）」「英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅡ（基礎2）」「英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅢ（応用1）」「英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅣ（応用2）」「英語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ」の専任教
　員等の配置のうち「准教授１」を「准教授２」に、「助教１」を「助教０」に変更。
・時間割編成の都合により、「英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅤ（発展）」の専任教員等に配置のうち「教授１」を「教授０」に、「准教授１」を「准教授２」に、兼任・兼担教員の配置を
　「兼１」から「０」に変更。
・担当教員昇格及び時間割編成の都合により、「ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ」「ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ」の専任教員等の配置のうち「准教授２」を「准教授３」に、「助教１」を「助教０」に、
　兼任・兼担教員の配置を「兼３」から「兼２」に変更。
・教育効果向上のため、「中国語初級Ⅰ」「中国語初級Ⅱ」の配当年次を「２後」から「２前後」に、専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授１」に、兼任・兼担
　教員の配置を「兼１」から「兼２」に変更。
・時間割編成の都合により、「中国語中級Ⅰ」「中国語中級Ⅱ」の専任教員等の配置を「准教授１」から「准教授０」に、兼任・兼担教員の配置を「０」から「兼１」に
　変更。
・教育効果向上のため、「韓国語初級Ⅰ」「韓国語初級Ⅱ」「ﾌﾗﾝｽ語初級Ⅰ」「ﾌﾗﾝｽ語初級Ⅱ」「ｽﾍﾟｲﾝ語初級Ⅱ」の配当年次を「２後」から「２前後」に変更。
・教育効果向上のため、「韓国語中級Ⅰ」「韓国語中級Ⅱ」の配当年次を「３前」から「３後」に変更。
・履修希望者が居なかったため、「韓国語応用Ⅰ」「韓国語応用Ⅱ」「国際ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸⅠ（英語圏）」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授０」に変更。
・教育効果向上のため、「ｽﾍﾟｲﾝ語初級Ⅰ」の配当年次を「２後」から「２前後」に、兼任・兼担教員の配置を「兼１」から「兼２」に変更。
・履修希望者が居なかったため、「ｽﾍﾟｲﾝ語中級Ⅰ」「ｽﾍﾟｲﾝ語応用Ⅰ」の兼任・兼担教員の配置を「兼１」から「兼０」に変更。
・担当教員昇格及び時間割編成の都合により、「ﾒﾃﾞｨｱ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ」「ﾒﾃﾞｨｱ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ」の専任教員等の配置のうち「助教１」を「助教０」に変更。
・時間割編成の都合により、「基礎演習Ⅰ」「基礎演習Ⅱ」の専任教員等の配置のうち、「教授８」を「教授９」に変更。
・時間割編成の都合により、「ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠ」｢ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ」の専任教員等の配置のうち、「教授９」を「教授１０」に変更。

・教育効果向上のため、「日本とグローバル人材」の兼任・兼担教員の配置を「兼０」から「兼６」に変更。
・時間割編成の都合により、「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ（基礎1）」「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ（基礎2）」の専任教員等の配置のうち「講師６」を「講師５」に変更。
・時間割編成の都合により、「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ（応用1）」「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ（応用2）」の専任教員等の配置のうち「講師５」を「講師４」に変更。
・時間割編成の都合により、「英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅠ（基礎1）」「英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅡ（基礎2）」の専任教員等の配置のうち「講師４」を「講師３」に変更。
・時間割編成の都合により、「英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅠ（基礎1）」「英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅡ（基礎2）」の専任教員等の配置のうち「講師２」を「講師３」に、兼任・兼担教員の配置を「兼
３」から「兼２」に変更。
・時間割編成の都合により、「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ（基礎1）」「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ（基礎2）」の専任教員等の配置のうち「講師３」を「講師４」に、兼任・兼担教員の配置を
「兼４」から「兼３」に変更。
・時間割編成の都合により、「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅣ（応用Ⅱ）」の兼任・兼担教員の配置を「兼３」から「兼２」に変更。
・時間割編成の都合により、「ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ」「ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ」の専任教員等の配置を「講師３」から「講師４」に、兼任・兼担教員の配置を「兼２」から「兼１」に変更。
・時間割編成の都合により、「中国語入門Ⅰ」の兼任・兼担教員の配置を「兼１」から「兼２」に変更。
・時間割編成の都合により、「韓国語入門Ⅰ」「韓国語初級Ⅰ」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授０」に、兼任・兼担教員の配置を「兼０」から「兼２」に変更。
・時間割編成の都合により、「韓国語中級Ⅰ」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授０」に、兼任・兼担教員の配置を「兼０」から「兼１」に変更。
・教育効果向上のため、「韓国語応用Ⅰ」の兼任・兼担教員の配置を「兼０」から「兼１」に変更。
・教育効果向上のため、「韓国語応用Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」に変更。
・教育効果向上のため、「スペイン語初級Ⅱ」の兼任・兼担教員の配置を「兼１」から「兼２」に変更。
・教育効果向上のため、「スペイン語中級Ⅰ」「スペイン語応用Ⅰ」の兼任・兼担教員の配置を「兼０」から「兼１」に変更。
・教育効果向上のため、「国際ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸⅠ(英語圏)」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」に変更。
・教育効果向上のため、「英語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ」の専任教員等の配置を「助教０」から「助教１」に変更。
・時間割編成の都合により、「ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠ」「ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ」の専任教員等の配置を「教授１０」から「教授９」に変更。
・教育効果向上のため、「ｾﾞﾐﾅｰﾙⅢ」「ｾﾞﾐﾅｰﾙⅣ」の専任教員等の配置を「教授９」から「教授１０」に変更。

（２） 授業科目数

（１）ー②授業科目表に関する変更内容

　　　　 　　　　

・時間割編成の都合により、「英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅠ（基礎1）」「英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸⅡ（基礎2）」の兼任，兼担教員の配置を「兼２」から「兼１」に変更。
・時間割編成の都合により、「英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅠ（基礎1）」「英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅡ（基礎2）」の兼任，兼担教員の配置を「兼４」から「兼２」に変更。
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

該当なし

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

該当なし

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能なかぎり具体的に記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

147

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（４） 廃止科目

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

廃止の理由，代替措置の有無

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

該当なし

＝ 0.00 ％
未開講科目（３）と廃止科目（４）の計

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）
＝
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備考

そ　の　他

合　　　計

大学全体

用途変更に伴う部屋数の
変更（28）
教育効果向上のため、補
助職員を増員（28）
下記2点に伴う、部屋数の
変更（29）
・新築建物建設（1棟）に
よる部屋数の増加
・学部移転に伴う、キャ
ンパスの閉鎖による部屋
数の減少
教育効果向上のため、補
助職員を増員（29）
用途変更に伴う部屋数の
変更（30）
語学学習施設の機能統合
に伴う減員（30）
天白4号館解体工事開始に
よる減少（元）
採用活動難航による補助
職員の減員（元）

借用地
【校舎敷地】
貸主：蒲郡市
借用面積：
200.00 ㎡
借用期間：
平成16年6月1日から25年
10か月間

蒲郡市からの申出による
借用契約終了、区分変更
（その他→校舎敷地）、
可児市からの申出による
一部売却により、校舎敷
地面積の増加及びその他
面積の減少（28）
学部移転に伴う、キャン
パスの閉鎖による専用面
積の減少（29）
登記（地目変更）により
誤差が生じたため（30）
寄宿舎（ラグビー部合宿
所）用地取得による増加
（元）

新築建物（3棟）建設によ
り、専用面積増加（28）
下記2点に伴う、専用面積
の変更（29）
・新築建物建設（1棟）及
び用途変更（1棟）による
専用面積の増加
・学部移転に伴う、キャ
ンパスの閉鎖による専用
面積の減少

0.00㎡

130,165.60㎡
129,642.60㎡
156,594.89㎡
157,916.92㎡

0.00㎡

167,348.29㎡
174,962.29㎡

0.00㎡ 0.00㎡

0.00㎡

(３) 教　　室　　等

0.00㎡

478,276.58㎡
477,753.58㎡
477,754.66㎡
554,174.51㎡
332,879.21㎡

0.00㎡

478,276.58㎡
477,753.58㎡
477,754.66㎡
554,174.51㎡
332,879.21㎡

348,110.98㎡
348,112.06㎡
397,579.62㎡
174,962.29㎡

講　義　室

148室
171室
167室
176室

演　習　室

(４) 専任教員研究室

348,110.98㎡
348,112.06㎡
397,579.62㎡
174,962.29㎡

167,348.29㎡
174,962.29㎡

0.00㎡

232室
235室
231室
223室

実験実習室

153室
154室
155室
135室

130,165.60㎡
129,642.60㎡
156,594.89㎡
157,916.92㎡

語学学習施設

        6
       13
　　　　5

（補助職員　0人）

5室

情報処理学習施設

26室
29室

         5
　　　　11

（補助職員  9人）

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用

校 舎 敷 地

３　施設・設備の整備状況，経費

専任教員の増員に伴う室
数の増加(29)

0.00㎡
232,261.33㎡
241,907.05㎡
234,545.45㎡

（227,515.36㎡）

計

232,261.33㎡
241,907.05㎡
234,545.45㎡

0.00㎡

（0.00㎡） （0.00㎡）

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

運動場用地

小　　　計

(１) 区　　 分

0.00㎡ 0.00㎡

180,762.69㎡
180,763.77㎡
222,617.33㎡
222,371.75㎡

180,762.69㎡
180,763.77㎡
222,617.33㎡
222,371.75㎡

（227,515.36㎡）

(２) 校　　　　　舎

新設学部等の名称 室　　　　　　数

外国語学部　国際英語学科 室20 19
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(８)

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

教員１人当り研究費等

15,504.27㎡
16,947.65㎡
16,959.93㎡

(７) 体　　育　　館

大学全体

面積、閲覧座席数及び収
納可能冊数の確定による
変更（28）
分館の閉館に伴う面積、
閲覧座席数及び収納可能
冊数の変更（29）
閲覧座席数の精査に伴う
増加（元）

大学全体

面積が確定したことによ
る減少（28）
学部移転に伴う、キャン
パスの閉鎖による面積の
減少（29）

届出学部全体
※視聴覚資料は、大学全
体での共用分

大学全体での共用分
学術雑誌
〔4,242〕
〔4,530〕
〔4,712〕
〔4,385〕
〔4,241〕
電子ジャーナル
〔11,522〕
〔11,740〕
〔18,930〕
〔16,795〕
〔21,100〕

図書及び学術雑誌の整備
計画変更に伴う冊数の変
更（28）
契約変更に伴う電子
ジャーナル（共用分）の
減少（28）
新たに建設した建物3棟分
の実績を計上したため、
機械・器具が増加（28）
図書、学術雑誌、電子
ジャーナル、視聴覚資料
の整備計画変更（29）
図書、学術雑誌、電子
ジャーナルの整備計画変
更（30）
視聴覚資料の整備計画変
更及び算出基準の一部変
更に伴う減少（30）
新たに建設した建物1棟分
の実績を計上したため、
機械・器具が増加（30）
図書、学術雑誌、電子
ジャーナルの整備計画変
更（元）
視聴覚資料の整備計画変
更及び算出基準の一部変
更に伴う増加（元）
取得計画の変更及び教員
の他研究機関移籍に伴う
機会・器具の減少（元）

1,190千円

406千円
412千円
408千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

経費
の見
積り

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金，資産運用収入，雑収入　等

区　　　　分 開設年度

3,124千円
3,600千円

第５年次

計

43〔23〕
35〔21〕

種

外国語学部
国際英語学科

96,181〔28,597〕
93,208〔35,672〕

点

閲 覧 座 席 数

(26〔23〕)
(24〔24〕)
(1〔1〕)

1,575,305冊
1,655,133冊

5,000千円

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次

点 点

共 同 研 究 費 等

49
(41)
(19)
(14)

収 納 可 能 冊 数

28,396
26947

49
51
39
34

0

49
(41)
(19)
(14)

(0)

(28,396)
(15,431)
(17,401)
(27,798)

プール
8,345.18㎡

10,128.26㎡
10,136.24㎡

図書購入費

(96,181〔28,597〕)
(99,314〔29,119〕)
(95,549〔26,941〕)
(94,149〔26,602〕)

(43〔23〕)
(34〔24〕)
(33〔24〕)
(28〔17〕)

96,181〔28,597〕
93,208〔35,672〕

図　　書 学術雑誌

10,000千円 10,000千円

開設年度開設前年度 完成年度

　

図
書
・
設
備

(５)

(0)
(26〔23〕)
(24〔24〕)
(1〔1〕)

標　　本
〔うち外国書〕

26〔23〕
2〔2〕

28,396
26947

49
51
39
34

0

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

機械・器具
電子ジャーナル

第３年次

1,390千円 1,190千円

第４年次

(96,181〔28,597〕)
(99,314〔29,119〕)
(95,549〔26,941〕)
(94,149〔26,602〕)

面　　　　　積

402千円

設備購入費

26〔23〕
2〔2〕

(43〔23〕)
(34〔24〕)
(33〔24〕)
(28〔17〕)

4,671千円
3,900千円
3,750千円
3,408千円
4,000千円

完成年度

1,712席
1,668席
1,872席

(28,396)
(15,431)
(17,401)
(27,798)

面　　　　　積

区　　分

テニスコート

体育館以外のスポーツ施設の概要

第６年次

19,096千円 5,000千円

－　千円

33,560千円

1,190千円

届出学部全体

図書購入費には電子
ジャーナル購入費用を含
む

予算の変更に伴う共同研
究費等の変更（28）
予算の変更に伴う共同研
究費等の変更（29）
予算の変更に伴う共同研
究費等の変更（30）
予算の変更に伴う共同研
究費等の変更（元）

冊

43〔23〕
35〔21〕

視聴覚資料

－　千円
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　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、黒字で記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（元）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和元年５月１日現在の数値を記入してください。

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　　　
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４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 年度 年度

人

法学部

　法学科 4 400 - 1,600
学士

（法学） 1.05 - 平成11

　応用実務法学科 4 - - -
学士

（法学） - - 平成11
平成28年度学生募集
停止

経営学部

　経営学科 4 215 - 840
学士

（経営学） 1.02 平成29 平成12 定員変更（20）

　国際経営学科 4 95 - 375
学士

（経営学） 1.12 平成29 平成12 定員変更（5）

経済学部

　経済学科 4 210 - 815
学士

（経済学） 1.04 平成29 平成12 定員変更（25）

　産業社会学科 4 100 - 400
学士

（経済学） 1.15 - 平成12

理工学部

　数学科 4 90 - 355
学士

（理学） 0.98 平成29 平成12 定員変更（5）

　情報工学科 4 150 - 595
学士

（工学） 1.00 平成29 平成16 定員変更（5）

　電気電子工学科 4 150 - 580
学士

（工学） 1.01 平成29 平成12 定員変更（20）

　材料機能工学科 4 80 - 305
学士

（工学） 1.10 平成29 平成12 定員変更（15）

　応用化学科 4 70 - 270
学士

（工学） 0.85 平成29 平成25 定員変更（10）

　機械工学科 4 125 - 495
学士

（工学） 0.92 平成29 平成12 定員変更（5）

　交通機械工学科 4 125 - 485
学士

（工学） 0.98 平成29 平成12 定員変更（15）

　メカトロニクス工学科 4 80 - 315
学士

（工学） 1.02 平成29 平成25 定員変更（5）

　社会基盤デザイン工学科 4 90 - 360
学士

（工学） 1.00 - 平成12

　環境創造学科 4 80 - 330
学士

（工学） 1.06 - 平成12
平成29年度定員
変更（▲10）

　建築学科 4 145 - 570
学士

（工学） 1.02 平成29 平成12 定員変更（10）

農学部

　生物資源学科 4 110 - 430
学士

（農学） 1.05 平成29 平成11 定員変更（10）

　応用生物化学科 4 110 - 430
学士

（農学） 0.99 平成29 平成11 定員変更（10）

　生物環境科学科 4 110 - 430
学士

（農学） 1.02 平成29 平成17 定員変更（10）

　名　城　大　学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

平均入学
定員
超過率

学位又
は称号

開設
年度

定員変更
年度

（AC期間の学
科のみ）

所　在　地

愛知県名古屋市
天白区塩釜口
一丁目501番地
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薬学部

　薬学科（6年制） 6 265 - 1,545
学士

（薬学） 1.07 平成29 平成18 定員変更（15）

都市情報学部

　都市情報学科 4 220 - 860 学士
（都市情報学）

1.01 平成29 平成7 定員変更（20）

人間学部

　人間学科 4 220 - 860
学士

（人間学） 1.03 平成29 平成15 定員変更（20）

外国語学部

　国際英語学科 4 130 - 520 学士
（外国語学）

1.04 平成29 平成28

大学全体 - 3,370 - 13,765 - 1.04 - -

大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍

人

大学院法学研究科

法律学専攻

　修士課程 2 15 - 30
修士

（法学） 0.23 - 昭和42

　博士後期課程 3 8 - 24
博士

（法学） 0.12 - 昭和44

大学院経営学研究科

経営学専攻

　修士課程 2 20 - 40
修士

（経営学） 0.17 - 平成13

　博士後期課程 3 3 - 9
博士

（経営学） 0.33 - 平成15

大学院経済学研究科

経済学専攻

　修士課程 2 10 - 20
修士

（経済学） 0.15 - 平成12

　博士後期課程 3 3 - 9
博士

（経済学） 0.33 - 平成14

大学院理工学研究科

数学専攻

　博士前期課程 2 8 - 16
修士

（理学） 0.37 - 平成14

　博士後期課程 3 2 - 6
博士

（理学） 0.33 - 平成7

収容
定員

平均入学
定員
超過率

愛知県名古屋市
天白区塩釜口
一丁目501番地

愛知県名古屋市
東区矢田南
四丁目102番9

愛知県名古屋市
天白区八事山

150番地

開設
年度

学位又
は称号

定員変更
年度

（AC期間の学
科のみ）

所　在　地

　名　城　大　学　大　学　院

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員
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情報工学専攻

　修士課程 2 30 - 60
修士

（工学） 0.75 - 平成14

電気電子工学専攻

　博士前期課程 2 25 - 45
修士

（工学） 1.13 - 平成14
令和元年度定員
変更（5）

材料機能工学専攻

　修士課程 2 35 - 65
修士

（工学） 0.58 - 平成14
令和元年度定員
変更（5）

応用化学専攻

　修士課程 2 24 - 48
修士

（工学） 0.58 - 平成29

機械工学専攻

　修士課程 2 30 - 54
修士

（工学） 1.19 - 平成14
令和元年度定員
変更（6）

　博士後期課程 3 5 - 15
博士

（工学） 0.33 - 平成4

交通機械工学専攻

　修士課程 2 25 - 41
修士

（工学） 1.05 - 平成14
令和元年度定員
変更（9）

メカトロニクス工学専攻

　修士課程 2 24 - 44
修士

（工学） 0.81 - 平成29
令和元年度定員
変更（4）

社会基盤デザイン工学専攻

　修士課程 2 18 - 15
修士

（工学） 0.41 - 平成14

環境創造学専攻

　修士課程 2 8 - 16
修士

（工学） 0.56 - 平成14

建築学専攻

　修士課程 2 16 - 32
修士

（工学） 0.68 - 平成14

電気・情報・材料・物質工学専攻

　博士後期課程 3 10 - 30
博士

（工学） 0.20 - 平成5

社会環境デザイン工学専攻

　博士後期課程 3 5 - 15
博士

（工学） 0.53 - 平成4

大学院農学研究科

農学専攻

　修士課程 2 20 - 40
修士

（農学） 1.52 - 昭和48

　博士後期課程 3 5 - 15
博士

（農学） 0.40 - 昭和51

愛知県名古屋市
天白区塩釜口
一丁目501番地
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大学院薬学研究科

薬学専攻

　博士課程（4年制） 4 4 - 16
博士

（薬学） 1.56 - 平成24

大学院都市情報学研究科

都市情報学専攻

　修士課程 2 8 - 16 修士
（都市情報学）

0.50 - 平成11

　博士後期課程 3 4 - 12 博士
（都市情報学）

0.25 - 平成13

大学院人間学研究科

人間学専攻

　修士課程 2 8 - 16
修士

（人間学） 0.31 - 平成23

大学院総合学術研究科

総合学術専攻

　博士前期課程 2 8 - 16
修士

（学術） 0.18 - 平成14

　博士後期課程 3 4 - 12
博士

（学術） 0.08 - 平成14

大学院法務研究科

法務専攻

　専門職学位課程 3 - - -
法務博士
（専門職） - - 平成16

平成29年度学生
募集停止

大学院全体 - 385 - 798 - 0.70 - -

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び

　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校種ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　（専攻科及び別科を除く）。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」の考え方は「大学設置等に係る提出書類の作成の手引き（平成31年度改訂版）」と同じです。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

　　　　記入してください。

愛知県名古屋市
天白区八事山

150番地

愛知県名古屋市
東区矢田南
四丁目102番9

愛知県名古屋市
天白区塩釜口
一丁目501番地
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【認可時又は届出時】 【平成２８年度】 【平成２９年度】 【平成３０年度】 【令和元年度】

専 教授

二神　真美
＜平成28年４月＞

博士（比較社会文化）

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅤ(発展)
異文化理解※
多文化共生論
ｱﾒﾘｶ地域研究
国際ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸⅠ(英語
圏)
日本のﾂｰﾘｽﾞﾑ
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅢ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅣ

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅤ(発展)
異文化理解※
多文化共生論
ｱﾒﾘｶ地域研究
日本のﾂｰﾘｽﾞﾑ
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅢ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅣ

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅤ(発展)
異文化理解※
多文化共生論
ｱﾒﾘｶ地域研究
国際ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸⅠ(英
語圏)
日本のﾂｰﾘｽﾞﾑ
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅢ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅣ

専 教授

二神　真美
＜平成28年４月＞

博士（比較社会文化）

専 教授

二神　真美
＜平成28年４月＞

博士（比較社会文化）

専 教授

村田　泰美
＜平成28年４月＞

Doctor of
 Philosophy
(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ
日本近現代史
日本の経済
日本の政治
国際関係論
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
基礎演習Ⅲ
基礎演習Ⅳ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅢ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅣ

専 教授

堅田　義明
＜平成28年４月＞

Doctor of Philosophy
(米国)

藤田　衆
＜平成28年４月＞

文学修士

専 教授

村田　泰美
＜平成28年４月＞

Doctor of
 Philosophy
(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

海外留学入門※
英語学概論
異文化理解※
英語の構造と仕組み
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝのための英
文法
英語の拡がりと多様性
海外研修
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅢ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅣ

海外留学入門※
英語学概論
異文化理解※
英語の構造と仕組み
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝのための英
文法
英語の拡がりと多様性
海外研修
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅢ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅣ

専
教授

K.K.U. Ananda Kumara
（Konpity

Kankanamalage
Upali Ananda Kumara)
＜平成28年４月＞

工学博士

専任・

ﾌﾗﾝｽ語入門Ⅱ
ﾌﾗﾝｽ語初級Ⅱ
ﾌﾗﾝｽ語中級Ⅱ
ﾌﾗﾝｽ語応用Ⅱ
ﾖｰﾛｯﾊﾟの文学と社会
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
基礎演習Ⅲ
基礎演習Ⅳ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅢ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅣ

専 教授

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

５　教員組織の状況

＜外国語学部　国際英語学科＞

（１）ー① 担当教員表

兼任　

担当授業科目名

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

現代に生きる※
日本とｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材
ｱｼﾞｱを学ぶ
ｱｾｱﾝ事情
南ｱｼﾞｱ事情
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
基礎演習Ⅲ
基礎演習Ⅳ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅢ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅣ

専任・

職名の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　
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専任・
氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　

担当授業科目名

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

兼任 講師

洪　妍定
＜平成31年４月＞
修士（文学）※

韓国語中級Ⅰ
韓国語応用Ⅰ

兼任 講師

金　奈淑
＜平成31年４月＞

博士（学術）

韓国語入門Ⅰ
韓国語初級Ⅰ

兼任 講師

金　元榮
＜平成31年4月＞
修士（教育学）※

韓国語入門Ⅰ
韓国語初級Ⅰ

専 教授

呉　大煥
＜平成29年４月＞
Ph.D. in Korean
Language and
Literature
(韓国)

韓国語入門Ⅰ
韓国語入門Ⅱ
韓国語初級Ⅰ
韓国語初級Ⅱ
韓国語中級Ⅰ
韓国語中級Ⅱ
韓国語応用Ⅰ
韓国語応用Ⅱ
韓国地域研究
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅢ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅣ

韓国語入門Ⅱ
韓国語初級Ⅱ
韓国語中級Ⅱ
韓国語応用Ⅱ
韓国地域研究
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅢ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅣ

専 教授

呉　大煥
＜平成29年４月＞
Ph.D. in Korean
Language and
Literature
(韓国)

韓国語入門Ⅰ
韓国語入門Ⅱ
韓国語初級Ⅰ
韓国語初級Ⅱ
韓国語中級Ⅰ
韓国語中級Ⅱ
韓国地域研究
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅢ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅣ

専 教授

呉　大煥
＜平成29年４月＞
Ph.D. in Korean
Language and
Literature
(韓国)

英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅤ(発展)

専 准教授

柳沢　秀郎
＜平成28年４月＞

博士（文学）

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅢ(応用1)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅣ(応用2)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅤ(発展)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅠ(基礎1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅡ(基礎2)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅤ(発展)
英語音声学
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅢ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅣ

専 教授

西尾　由里
＜平成28年４月＞

博士（学術）

専 教授

西尾　由里
＜平成28年４月＞
博士（学術）

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅢ(応用
1)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅣ(応用
2)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅠ(基礎1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅡ(基礎2)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅤ(発展)
英語音声学
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅢ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅣ

現代に生きる※
歴史と文化
日本文学研究
日本の伝統文化
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
基礎演習Ⅲ
基礎演習Ⅳ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅢ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅣ

専 教授

岩井　眞實
＜平成28年４月＞

文学修士
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専任・
氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　

担当授業科目名

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

兼担 講師

魏　晨
＜平成30年４月＞
修士（文学）※

中国語入門Ⅰ
中国語入門Ⅱ
中国語初級Ⅰ
中国語初級Ⅱ
中国語応用Ⅰ
中国語応用Ⅱ
中国地域研究
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅢ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅣ

専 准教授

松浦　周子
＜平成29年４月＞

博士（文学）

専 准教授

松浦　周子
＜平成29年４月＞
博士（文学）

中国語入門Ⅰ
中国語入門Ⅱ
中国語初級Ⅰ
中国語初級Ⅱ
中国語中級Ⅰ
中国語中級Ⅱ
中国語応用Ⅰ
中国語応用Ⅱ
中国地域研究
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅢ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅣ

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅤ(発
展)

専 教授

西尾　由里
＜平成28年４月＞

博士（学術）

中国語中級Ⅰ
中国語中級Ⅱ

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅠ(基礎
1)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅡ(基礎
2)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅢ(応用
1)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅣ(応用
2)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅤ(発展)
英米文学概論※
ｱﾒﾘｶ文学研究
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅢ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅣ

専 准教授

柳沢　秀郎
＜平成28年４月＞
博士（文学）

専 准教授

柳沢　秀郎
＜平成28年４月＞
修士（文学）※

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅠ(基礎
1)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅡ(基礎
2)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅢ(応用
1)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅣ(応用
2)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅤ(発展)
英米文学概論※
ｱﾒﾘｶ文学研究
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅢ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅣ

専 准教授

Max Praver
＜平成28年４月＞

Doctor of
Education
（米国）

ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ

ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ
Ⅱ

専 助教

Tanja Marie
McCandie

＜平成28年４月＞
Master of Applied

Linguistics
(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

海外留学入門※
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ(基礎
1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ(基礎
2）
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ(応用
1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ(応用
2)
ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ

専 准教授

Gregory John
Minehane

＜平成28年４月＞
Master of Arts in
Applied Linguistics

(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

専 准教授

Gregory John
Minehane

＜平成28年４月＞
Master of Arts in
Applied Linguistics

(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

海外留学入門※
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ(基礎
1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ(基礎
2)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ(応用
1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ(応用
2)
ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ
ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ

文化人類学
地域研究論
タイの言語と文化Ⅰ
タイの言語と文化Ⅱ
国際ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸⅡ(非英
語圏)
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
基礎演習Ⅲ
基礎演習Ⅳ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅢ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅣ

専 教授

津村　文彦
＜平成28年４月＞
博士（学術）
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専任・
氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　

担当授業科目名

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ(応用
1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ(応用
2)
ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ
ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ
異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅢ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅣ

専 准教授

宮崎　新
＜平成28年４月＞

Doctor of
Philosophy
（米国）

ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ

専 准教授

Gregory John
Minehane

＜平成28年４月＞
Master of Arts in

Applied Linguistics
(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

専 准教授

Gregory John
Minehane

＜平成28年４月＞
Master of Arts in

Applied Linguistics
(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ(基礎
1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ(基礎
2)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅢ(応用
1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅣ(応用
2)
ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ
ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ
ﾒﾃﾞｨｱ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ
ﾒﾃﾞｨｱ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ
英語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ(基礎
1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ(基礎
2)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅢ(応用
1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅣ(応用
2)
ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ
ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ
ﾒﾃﾞｨｱ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ
英語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

専 准教授

Max Praver
＜平成28年４月＞

Doctor of
Education
（米国）

専 准教授

Max Praver
＜平成28年４月＞

Doctor of
Education
（米国）

専 准教授

Max Praver
＜平成28年４月＞

Doctor of
Education
（米国）

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ(基礎
1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ(基礎
2)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅢ(応用
1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅣ(応用
2)
ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ
ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ
ﾒﾃﾞｨｱ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ
ﾒﾃﾞｨｱ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ
英語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

専 准教授

James Martin
Rogers

＜平成28年４月＞
Doctor of
Philosophy
(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

ﾒﾃﾞｨｱ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅤ(発
展)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅠ(基礎
1)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅡ(基礎
2)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅠ(基礎1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅡ(基礎2)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅤ(発展)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ(基礎
1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ(基礎
2)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅢ(応用
1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅣ(応用
2)
ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ
ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅤ(発
展)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅠ(基礎
1)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅡ(基礎
2)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅠ(基礎1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅡ(基礎2)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅤ(発展)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ(基礎
1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ(基礎
2)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅢ(応用
1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅣ(応用
2)
ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ
ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ

専 准教授

Paul David
Wicking

＜平成28年４月＞
博士(国際関係学)

専 准教授

Paul David
Wicking

＜平成28年４月＞
Master of Arts

(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)
Master of Applied

Linguistics
(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅢ(応用1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅣ(応用2)
第二言語習得論
英語科教育法Ⅰ
英語科教育法Ⅱ
英語科指導法Ⅰ
英語科指導法Ⅱ
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅢ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅣ

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅢ(応用1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅣ(応用2)
第二言語習得論
英語科教育法Ⅰ
英語科教育法Ⅱ
英語科指導法Ⅰ
英語科指導法Ⅱ
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅢ
ｾﾞﾐﾅｰﾙⅣ

専 准教授

藤原　康弘
＜平成28年４月＞
博士（言語文化学）

専 准教授

藤原　康弘
＜平成28年４月＞
博士（言語文化学）
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専任・
氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　

担当授業科目名

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ(基礎
1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ(基礎
2)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅤ(発
展)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅤ(発展)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅠ(基礎1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅡ(基礎2)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅢ(応用1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅣ(応用2)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅤ(発展)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ(基礎
1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ(基礎
2)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅢ(応用
1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅣ(応用
2)
ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ
ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ

専 講師

Anthony Brian
Gallagher

＜平成28年４月＞
Master of Arts in
Online and Distance

Education
（英国）

英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅢ(応用
1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅣ(応用
2)

専 講師

Jeremiah Larry
Hall

＜平成31年4月＞
Master of Arts

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ(基礎
1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ(基礎
2)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ(応用
1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ(応用
2)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅤ(発
展)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅠ(基礎
1)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅡ(基礎
2)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅢ(応用
1)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅣ(応用
2)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅤ(発展)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅢ(応用1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅣ(応用2)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅤ（発
展）

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ(基
礎1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ(基
礎2)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ(応
用1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ(応
用2)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅤ(発
展)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅠ(基礎
1)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅡ(基礎
2)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅢ(応用
1)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅣ(応用
2)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅤ(発
展)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅢ(応用
1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅣ(応用
2)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅤ（発
展）

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ(基
礎1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ(基
礎2)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ(応
用1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ(応
用2)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅤ(発
展)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅠ(基礎
1)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅡ(基礎
2)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅢ(応用
1)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅣ(応用
2)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅤ(発
展)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅤ（発
展）

専 講師

Jeremiah Larry
Hall

＜平成29年４月＞
Master of Arts

専 講師

Patrick Scott
Rates

＜平成28年４月＞
Master of Science

in Education
（米国）

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ(基礎
1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ(基礎
2)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ(応用
1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ(応用
2)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅤ(発
展)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅠ(基礎
1)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅡ(基礎
2)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅢ(応用
1)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅣ(応用
2)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅤ(発展)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅠ(基礎1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅡ(基礎2)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅤ(発展)

専 講師

Paul David
Dickinson

＜平成28年４月＞
Master of Arts

(Applied
Linguistics)
（米国）

専 講師

Lamb Otto Daniel
＜平成31年４月＞

Master of Education
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専任・
氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　

担当授業科目名

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅢ(応用
1)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅣ(応用
2)

専 助教

Tanja Marie
McCandie

＜平成28年４月＞
Master of Applied

Linguistics
(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ(基礎
1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ(基礎
2)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ(応用
1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ(応用
2)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅤ(発
展)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅠ(基礎
1)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅡ(基礎
2)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅤ(発展)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅤ(発展)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ（基
礎Ⅰ）
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ（基
礎Ⅱ）
ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ
ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ

専 講師

Ian Matthew
Roth

＜平成28年４月＞
Master of Science

（米国）

専 講師

Ian Matthew
Roth

＜平成28年４月＞
Master of Science

（米国）

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ(基礎
1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ(基礎
2)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ(応用
1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ(応用
2)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅤ(発
展)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅠ(基礎
1)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅡ(基礎
2)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅢ(応用
1)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅣ(応用
2)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅤ(発展)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅤ(発展)
ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ
ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ(基礎
1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ(基礎
2)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ(応用
1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ(応用
2)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅤ(発
展)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅤ(発展)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅢ(応用1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅣ(応用2)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅤ(発展)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ(基礎
1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ(基礎
2)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅢ(応用
1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅣ(応用
2)

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ(基
礎1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ(基
礎2)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ(応
用1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ(応
用2)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅤ(発
展)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅤ(発
展)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅢ(応用
1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅣ(応用
2)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅤ(発展)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ(基
礎1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ(基
礎2)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅢ(応
用1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅣ(応
用2)

専 講師

Nicholas Levi
Boyes

＜平成29年４月＞
Master of Arts

専 講師

Staci-Anne R
Ali

＜平成28年４月＞
Master of Arts

(Teaching English as
a Foreign/Second
Language)（英国）

兼任 講師

Molnar John Andras
＜平成31年４月＞
Master of Arts

英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅢ(応
用1)

専 講師

児玉　恵太
＜平成31年４月＞
修士（言語科学）※

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅤ(発
展)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅤ(発
展)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅤ(発展)
ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ
ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ

専 講師

中山　麻美
＜平成28年４月＞

修士（言語教育情報学
立命館大学）

Master of Arts in
English Language
Teaching（英国）

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ(基礎
1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ(基礎
2)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ(応用
1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ(応用
2)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅤ(発
展)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅠ(基礎
1)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅡ(基礎
2)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅤ(発展)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅤ(発展)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅢ(応用
1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅣ(応用
2)
ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ
ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ

- -

後任なし

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ(基
礎1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ(基
礎2)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ(応
用1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ(応
用2)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅠ(基礎
1)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅡ(基礎
2)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅣ(応
用2)
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専任・
氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　

担当授業科目名

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

心の科学

兼担 講師

伊藤　康児
＜平成29年４月＞
教育学修士※

人間と自然※

兼担 講師

垣鍔　直
＜平成28年４月＞

工学博士

経済学
ｲｽﾗﾑ教文化論

兼担 講師

池上　彰
＜平成28年４月＞

経済学士

国際経済論

兼担 講師

鈴木　英夫
＜平成30年４月＞

Doctor of Philosophy
in Economics
(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

ﾒﾃﾞｨｱ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ

専 准教授

Max Praver
＜平成28年４月＞

Doctor of
Education
（米国）

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ(基礎
1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ(基礎
2)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅠ(基礎1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅡ(基礎2)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅢ(応用1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅣ(応用2)
ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ
ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ
ﾒﾃﾞｨｱ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ
英語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

専 准教授

James Martin
Rogers

＜平成28年４月＞
Doctor of Philosophy

(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

専 助教

James Martin
Rogers

＜平成28年４月＞
Doctor of
Philosophy
(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ(基礎
1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ(基礎
2)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅠ(基礎1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅡ(基礎2)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅢ(応用1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅣ(応用2)
ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ
ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ
ﾒﾃﾞｨｱ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ
ﾒﾃﾞｨｱ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ
英語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

専 助教

James Martin
Rogers

＜平成28年４月＞
Master of TESOL

(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ(基礎
1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ(基礎
2)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅠ(基礎1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅡ(基礎2)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅢ(応用1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅣ(応用2)
ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ
ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ
ﾒﾃﾞｨｱ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ
ﾒﾃﾞｨｱ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ
英語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

専 准教授

Gregory John
Minehane

＜平成28年４月＞
Master of Arts in

Applied Linguistics
(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ
Ⅰ

専 助教

Tanja Marie
McCandie

＜平成28年４月＞
Master of Applied

Linguistics
(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ(応用
1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ(応用
2)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅤ(発
展)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅠ(基礎
1)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅡ(基礎
2)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ(基礎
1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ(基礎
2)
ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ
ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ
英語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ(基
礎1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ(基
礎2)

専 講師

Ian Matthew
Roth

＜平成28年４月＞
Master of Science

（米国）

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ(応用
1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ(応用
2)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅤ(発
展)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅠ(基礎
1)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅡ(基礎
2)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅢ(応用
1)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅣ(応用
2)
ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ
英語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

専 助教

Tanja Marie
McCandie

＜平成28年４月＞
Master of Applied

Linguistics
(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)
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専任・
氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　

担当授業科目名

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

芸術と人間

兼担 講師

三浦　彩子
＜平成28年４月＞
博士（工学）

市民と社会 市民と社会

兼担 講師

杉浦　林太郎
＜平成29年４月＞

博士(法学)
兼担 講師

榎本　雅記
＜平成28年４月＞
博士（法学）

日本のものづくり

兼担 講師

田中　武憲
＜平成30年４月＞
経済学修士※

数と論理

兼担 講師

山谷　克
＜平成29年４月＞
博士（工学）

兼担 講師

広瀬　正史
＜平成31年４月＞

博士(理学)

人間と自然※ 人間と自然※

兼担 講師

谷口　義則
＜平成28年４月＞

博士（地球環境科学）

英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅠ（基礎
1）
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅡ（基礎
2）

兼担 講師

Mark Simeon Rebuck
＜平成28年４月＞
Master of Arts in
Japanese Studies

(英国)
Master of Arts

(Teaching English
as a Second/

foreign Language)
(英国)

専 教授

冨岡　徹
＜平成28年４月＞
博士（医学）

健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学Ⅰ
健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学Ⅱ

健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学Ⅰ
健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学Ⅱ

健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学Ⅰ
健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学Ⅱ
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
ゼミナールⅠ
ゼミナールⅡ

健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学Ⅰ
健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学Ⅱ
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
ゼミナールⅠ
ゼミナールⅡ
ゼミナールⅢ
ゼミナールⅣ

専 教授

冨岡　徹
＜平成28年４月＞
博士（医学）

専 教授

冨岡　徹
＜平成28年４月＞

博士（医学）

兼担 講師

冨岡　徹
＜平成28年４月＞
博士（医学）

地球と宇宙

兼担 講師

齊藤　毅
＜平成28年４月＞
博士（理学）

英米文学概論※
ｲｷﾞﾘｽ文学研究

兼担 講師

西山　徹
＜平成28年４月＞
博士（文学）

科学と技術の歩み

兼担 講師

渋井　康弘
＜平成29年４月＞
経済学修士※

現代に生きる※

兼担 講師

大野　栄治
＜平成28年４月＞
博士（工学）

兼任 講師

大塚　英揮
＜平成31年4月＞
修士（商学）※

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾘﾚｰｼｮﾝｽﾞ ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾘﾚｰｼｮﾝｽﾞ

兼担 講師

長尾　晃宏
＜平成29年４月＞

商学修士※

日本中世近世史

兼担 講師

伊藤　俊一
＜平成28年４月＞

文学修士※
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専任・
氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　

担当授業科目名

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

兼任 講師

Molnar John Andras
＜平成31年４月＞
Master of Arts

英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ(基礎
1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ(基礎
2)

英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ(基
礎1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ(基
礎2)

英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ(基
礎1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ(基
礎2)

兼任 講師

Heather Doiron
＜平成30年４月＞
Master of ????

兼任 講師

Steven John Polzin
＜平成28年４月＞
Bachelor of Arts

(米国)

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅢ(応用
1)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅣ(応用
2)

兼任 講師

加藤　普由子
＜平成29年４月＞
Master of Arts

(Teaching English as
a Second/Foreign

Language)
(英国)

修士(文学)

英語通訳演習

兼任 講師

長沼　美香子
＜平成30年４月＞
Master of Arts
(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)※

兼任 講師

岡田　雄樹
＜平成31年４月＞
博士（体育科学）

健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学Ⅰ
健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学Ⅱ

健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学Ⅰ
健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学Ⅱ

健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学Ⅰ
健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学Ⅱ

健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学Ⅰ
健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学Ⅱ

兼担 講師

千葉　洋平
＜平成29年４月＞
博士（体育科学）

兼担 講師

浦野　忍
＜平成30年４月＞

学士（？？）
兼任 講師

吉田　文久
＜平成28年４月＞

体育学修士

兼任 講師

王　昊凡
＜平成31年４月＞
博士（社会学）

現代の日本社会
近現代の日中関係

現代の日本社会
近現代の日中関係

兼任 講師

黒田　由彦
＜平成30年４月＞
博士(社会学)

ﾋﾞｼﾞﾈｽ英語

兼任 講師

Robert Patrick Gee
＜平成30年４月＞
Master of Science

(英国)

近現代の日韓関係

兼任 講師

金　光旭
＜平成30年４月＞
博士（法学）

英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅠ(基礎
1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅡ(基礎
2)

英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅢ(応用1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅣ(応用2)

英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅠ(基礎
1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅡ(基礎
2)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅢ(応用
1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅣ(応用
2)

後任なし

― ―

後任なし

中国語中級Ⅰ
中国語中級Ⅱ

兼担 講師

魏　晨
＜平成30年４月＞
修士（文学）※

中国語初級Ⅰ
中国語初級Ⅱ
中国語中級Ⅰ
中国語中級Ⅱ

兼任 講師

宮浦　国江
＜平成28年４月＞
修士（文学）※ 兼任 講師

宮浦　国江
＜平成29年４月＞
修士（文学）※

英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅠ(基礎1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅡ(基礎2)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅢ(応用1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅣ(応用2)

― ―

兼担 講師

尹　芷汐
＜平成31年４月＞

博士（文学）

中国語初級Ⅰ
中国語初級Ⅱ

ｼﾞｪﾝﾀﾞｰと社会

兼担 講師

蓑輪(田辺)明子
＜平成29年４月＞
博士（社会学）

兼担 講師

魏　晨
＜平成30年４月＞

博士（文学）

情報社会と倫理

兼担 講師

村上　広一
＜平成28年４月＞
修士（法学）
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専任・
氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　

担当授業科目名

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

Jeremiah Larry
Hall

＜平成29年４月＞
Master of Arts

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ
ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ
ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ
ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ

― ―

後任未定

兼任 講師

Heather Doiron
＜平成30年４月＞

Magister in
Education
(ｶﾅﾀﾞ)

英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ(基
礎1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ(基
礎2)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅢ(応
用1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅣ(応
用2)

― ―

後任なし

兼任 講師

Philip Salvatore
Riccobono

＜平成28年４月＞
Master of Science in
Education Secondary

Education
(米国)

Master of Arts
History(米国)

英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ(基礎
1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ(基礎
2)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅢ(応用
1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅣ(応用
2)
ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ
ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱの言語と文化
Ⅰ
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱの言語と文化
Ⅱ

兼任 講師

岩田　晶子
＜平成30年４月＞
修士(人間･環境学)

専任 講師

仏教文化論
日本の宗教

兼任 講師

齋藤　滋
＜平成29年４月＞

博士(文学)

ｷﾘｽﾄ教文化論

兼任 講師

山﨑ランサム和彦
＜平成29年４月＞

Doctor of Philosophy
(米国)

生命の多様性

兼任 講師

野呂　達哉
＜平成29年４月＞

修士(農学)

英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ(基
礎1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ(基
礎2)

英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅢ(応用
1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅣ(応用
2)
ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ
ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ 英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ(基

礎1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ(基
礎2)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅢ(応
用1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅣ(応
用2)
ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ
ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ

Melvin Robin Moore
＜平成28年４月＞
Master of Science

兼任 講師

Melvin Robin Moore
＜平成28年４月＞
Master of Science

兼任 講師

Douglas William
Sweetlove

＜平成28年４月＞
Master of Education

(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ) 兼任 講師

Douglas William
Sweetlove

＜平成29年４月＞
Master of Education

(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ(基礎
1)

英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ(基礎
2)

英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅢ(応用
1)

英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅣ(応用
2)

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ
ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ

兼任 講師

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅢ(応用
1)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅣ(応用
2)

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅢ(応用
1)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅣ(応用
2)

― ―

後任なし

兼任 講師

Brent Simmonds
＜平成29年４月＞
Master of Applied

Linguistics
(TESOL)
(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

ｷｬﾘｱ形成論

兼任 講師

丹山　美香
＜平成29年４月＞
修士(国際関係)

中国語入門Ⅰ
中国語入門Ⅱ
中国語初級Ⅰ
中国語初級Ⅱ

兼任 講師

西井　和弥
＜平成29年４月＞
修士(地域研究)
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専任・
氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　

担当授業科目名

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅤ(発
展)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅤ(発
展)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅤ(発展)

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ(応
用1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ(応
用2)

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ(応
用1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ(応
用2)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅤ(発
展)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅤ(発
展)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅤ(発展)

― ―

― ―

後任なし

― ―

後任なし

後任未定
兼任 講師

Clinton Hugh Weyand
＜平成29年４月＞
Master of Arts

(米国)

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ(応用
1)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ(応用
2)
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅤ(発
展)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅤ(発展)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅤ(発展)

専任 講師

児玉　恵太
＜平成28年４月＞
修士（言語科学）※

英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ(基
礎1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ(基
礎2)

英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ(基
礎1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ(基
礎2)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅢ(応
用1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅣ(応
用2)

英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ(基礎
1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ(基礎
2)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅢ(応用
1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅣ(応用
2)

兼任 講師

児玉　恵太
＜平成28年４月＞
修士（言語科学）※

英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅢ(応用1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅣ(応用2)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅢ(応用
1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅣ(応用
2)

英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅢ(応用
1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅣ(応用
2)

― ―

後任なし

兼任 講師

大達　誉華
＜平成28年４月＞
Master of Arts

Speech Communication
(米国) 兼任 講師

大達　誉華
＜平成29年４月＞
Master of Arts

Speech Communication
(米国)

英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅢ(応用1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅣ(応用2)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ(基礎
1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ(基礎
2)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅢ(応用
1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅣ(応用
2)

兼任 講師

児玉　恵太
＜平成28年４月＞
修士（言語科学）※

専任 講師

児玉　恵太
＜平成28年４月＞

修士（言語科学）※

英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅢ(応用1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅣ(応用2)

英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅠ(基礎1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅡ(基礎2)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅢ(応用1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅣ(応用2)

英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅠ(基礎
1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅡ(基礎
2)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅢ(応用
1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅣ(応用
2)

兼担 講師

児玉　恵太
＜平成28年４月＞
修士（言語科学）※

兼任 講師

竹田　真紀子
＜平成28年４月＞
Master of Business
Administration

(英国)
Master of Arts

(Teaching English
to Speakers of
Other Languages)

(英国)

兼任 講師

竹田　真紀子
＜平成29年４月＞
Master of Business
Administration

(英国)
Master of Arts

(Teaching English
to Speakers of
Other Languages)

(英国)

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ
ｳｪﾌﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ

兼任 講師

大屋　慶太
＜平成28年４月＞

学士(学術)

英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅠ(基礎1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅡ(基礎2)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅢ(応用1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅣ(応用2)

― ―

後任なし

英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅠ(基礎
1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅡ(基礎
2)

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ
ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ
ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ

― ―

後任未定

― ―

後任なし

兼任 講師

Iwaskow Roman
＜平成31年４月＞
Pacific Studies

英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ(基
礎1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ(基
礎2)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅢ(応
用1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅣ(応
用2)

英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ(基
礎1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ(基
礎2)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅢ(応
用1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅣ(応
用2)

兼任 講師

Rebecca Ann
Brinkley

＜平成29年４月＞
Master of Arts

兼任 講師

Darren Raymond
Elliott

＜平成28年４月＞
Master of Arts

(英国)

英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ(基礎
1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ(基礎
2)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅢ(応用
1)
英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅣ(応用
2)
ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ
ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ

ﾍﾞﾄﾅﾑの言語と文化Ⅰ
ﾍﾞﾄﾅﾑの言語と文化Ⅱ

兼任 講師

金村　久美
＜平成30年４月＞

博士(学術)
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専任・
氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　

担当授業科目名

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅠ(基礎
1)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅡ(基礎
2)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅢ(応用
1)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅣ(応用
2)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅠ(基礎1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅡ(基礎2)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅢ(応用1)
英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅣ(応用2)

兼任 講師

Fleur Danielle Ogura
＜平成28年４月＞
Master of Arts in
Teaching English
as a Second or
Other Language
(TESOL)(英国)

日本国憲法

兼任 講師

蜂須賀　知美
＜平成28年４月＞
修士(法学)※

日本の先端文化

兼任 講師

水内　智英
＜平成29年４月＞
Master of Arts in
Design Futures

(英国)

ｲｷﾞﾘｽ地域研究

兼任 講師

大澤　広晃
＜平成29年４月＞

Doctor of
Philosophy(英国)

兼任 講師

ロンセロス
ロサリオ

＜平成30年４月＞
修士（工学）

兼任 講師

前田　明美
＜平成31年４月＞
修士（地域研究）

スペイン語入門Ⅰ
スペイン語初級Ⅰ

スペイン語入門Ⅰ
スペイン語初級Ⅰ

兼任 講師

エルビーニア
ユリア

＜平成29年４月＞
修士(学術)

兼任 講師

エルビーニア
ユリア

＜平成29年４月＞
修士(学術)

ｽﾍﾟｲﾝ語入門Ⅰ
ｽﾍﾟｲﾝ語初級Ⅰ
ｽﾍﾟｲﾝ語中級Ⅰ
ｽﾍﾟｲﾝ語応用Ⅰ

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅠ(基礎
1)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅡ(基礎
2)

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅠ(基礎
1)

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅡ(基礎
2)

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅢ(応用
1)

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅣ(応用
2)

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅠ(基礎
1)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅡ(基礎
2)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅢ(応用
1)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅣ(応用
2)

― ―

後任なし

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅢ(応用
1)
英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅣ(応用
2)

― ―

後任なし

講師

誉田　百合絵
＜平成31年４月＞
修士（地域研究）

ｽﾍﾟｲﾝ語初級Ⅱ
ｽﾍﾟｲﾝ語中級Ⅱ
ｽﾍﾟｲﾝ語応用Ⅱ

兼任 講師

Thomas Joseph
Fallon

＜平成28年４月＞
Master of Arts in
Japanese Language

and Society
(英国)

兼任 講師

Thomas Joseph
Fallon

＜平成29年４月＞
Master of Arts in
Japanese Language

and Society
(英国)

兼任 講師

伊藤　ゆかり
＜平成31年４月＞

修士（言語文化学）※

ｽﾍﾟｲﾝ語入門Ⅱ
ｽﾍﾟｲﾝ語初級Ⅱ

ｽﾍﾟｲﾝ語入門Ⅱ
ｽﾍﾟｲﾝ語初級Ⅱ
ｽﾍﾟｲﾝ語中級Ⅱ
ｽﾍﾟｲﾝ語応用Ⅱ

ｽﾍﾟｲﾝ語入門Ⅱ
ｽﾍﾟｲﾝ語初級Ⅱ
ｽﾍﾟｲﾝ語中級Ⅱ
ｽﾍﾟｲﾝ語応用Ⅱ
ｽﾍﾟｲﾝ語入門Ⅰ

ｽﾍﾟｲﾝ語入門Ⅱ
ｽﾍﾟｲﾝ語初級Ⅱ
ｽﾍﾟｲﾝ語中級Ⅱ
ｽﾍﾟｲﾝ語応用Ⅱ

兼任

兼任 講師

木下　智統
＜平成29年４月＞
修士(経済学)※

兼任 講師

木下　智統
＜平成29年４月＞
修士(経済学)※

兼任 講師

木下　智統
＜平成29年４月＞
修士(経済学)※

哲学

兼任 講師

小林　智
＜平成29年４月＞
修士(法学)※
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専任・
氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　

担当授業科目名

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。

　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教員名簿」を確認してください。

　　　・　年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。

　　　・　専任（専門職大学等は専、実専、実（研）、実み）、兼担、兼任の順に記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除し、詰めてください。

兼担 講師

尹　芷汐
＜平成31年４月＞

博士（文学）

中国語入門Ⅰ

兼任 講師

ロンセロス
ロサリオ

＜平成30年４月＞
修士（工学）

スペイン語入門Ⅰ
スペイン語初級Ⅰ

スペイン語入門Ⅰ
スペイン語初級Ⅰ
スペイン語中級Ⅰ
スペイン語応用Ⅰ

兼任 講師

ロンセロス
ロサリオ

＜平成30年４月＞
修士（工学）

ﾌﾗﾝｽ語入門Ⅰ
ﾌﾗﾝｽ語初級Ⅰ
ﾌﾗﾝｽ語中級Ⅰ
ﾌﾗﾝｽ語応用Ⅰ

兼任 講師

佐々木　稔
＜平成29年４月＞

博士(文学)
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【平成２８年度】

　　　　 　　　　

【平成２９年度】

　　　　 　　　　

【平成３０年度】
・平成３０年４月魏講師及びロンセロス講師就任。
・平成３０年４月Rogers助教が准教授に昇格。
・履修希望者が居なかったため、二神教授の担当科目から「国際ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸⅠ(英語圏)」を、呉教授の担当科目から「韓国語応用Ⅰ」「韓国語応用Ⅱ」を削除。
・授業運営上の都合により、西尾教授の担当科目のうち「英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅤ（発展）」の担当者を柳沢准教授に変更。
・授業運営上の都合により、柳沢准教授の担当科目のうち「英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅤ（発展）」の担当者を西尾教授に変更。
・授業運営上の都合により、松浦准教授の担当科目のうち「中国語中級Ⅰ」「中国語中級Ⅱ」の担当者を魏講師に変更。
・教育効果向上のため、藤原准教授の担当科目に「ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ｣を追加。
・授業運営上の都合により、Praver准教授の担当科目のうち「ﾒﾃﾞｨｱ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ｣の担当者をRogers准教授に変更。
・授業運営上の都合により、Rogers准教授の担当科目のうち「ﾒﾃﾞｨｱ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ｣の担当者をPraver准教授に変更。
・時間割編成の都合により開講クラス数を追加したため、冨岡教授の担当科目に「基礎演習Ⅰ」「基礎演習Ⅱ」を追加。
・時間割運営上の都合により、千葉講師を浦野講師に変更。
・時間割運営上の都合により、Polzin講師をDoiron講師に変更。
・時間割運営上の都合により、Riccobono講師の担当科目のうち「ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ｣｢ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ｣の担当者を「後任未定」からDoiron講師に変更。
・時間割編成の都合により開講数を削減したため、Elliott講師の担当科目のうち「ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ｣｢ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ｣の担当者を「後任未定」から「後任なし」に変更。
・時間割編成の都合により開講クラス数を削減したため、Weyand講師の担当科目のうち「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅤ(発展)｣｢英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅤ(発展)｣｢英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅤ（発展）｣
　の担当者を「後任未定」から「後任なし」に変更。
・時間割運営上の都合により、木下講師の担当科目から「ｽﾍﾟｲﾝ語入門Ⅰ」を削除。
・時間割運営上の都合により、エルビーニア講師の担当科目のうち「ｽﾍﾟｲﾝ語中級Ⅰ」「ｽﾍﾟｲﾝ語応用Ⅰ」の担当者をロンセロス講師に変更。
・履修希望者が居なかったため、ロンセロス講師の担当科目から「ｽﾍﾟｲﾝ語中級Ⅰ」「ｽﾍﾟｲﾝ語応用Ⅰ」を削除。

（１）ー②担当教員表に関する変更内容
　　　　 　　　　

・時間割編成の都合により開講数を削減したため、宮浦講師の担当科目のうち「英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅠ（基礎1）」「英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅡ（基礎2）」の担当者を「後任なし」に変更。
・時間割運営上の都合により、Sweetlove講師の担当科目のうち「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ（基礎1）」「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ（基礎2）」の担当者をMoore講師に変更。
・時間割編成の都合により開講数を削減したため、竹田講師の担当科目のうち「英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅠ（基礎1）」「英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅡ（基礎2）」の担当者を「後任なし」に変更。
・時間割運営上の都合により、大達講師の担当科目のうち「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ（基礎1）」「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ（基礎2）」の担当者を児玉講師に変更。
・時間割編成の都合により開講数を削減したため、Fallon講師の担当科目のうち「英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅠ（基礎1）」「英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸⅡ（基礎2）」の担当者を「後任なし」に変更。

・授業運営上の都合により、Minehane准教授の担当科目のうち「ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞ・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ」の担当者をMcCandie助教に、「ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ」の担当者をPraver准教授に変
　更。
・授業運営上の都合により、Praver准教授の担当科目のうち「ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ」の担当者をMinehane准教授に変更。
・Rates講師退職に伴い、Hall講師に変更。
・Ali講師退職に伴い、Boyes講師に変更。
・授業運営上の都合により、Roth講師の担当科目に「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ（基礎Ⅰ）」「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ（基礎Ⅱ）を追加。
・授業運営上の都合により、Roth講師の担当科目のうち「英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅢ（応用1）」「英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅣ（応用2）」の担当者をMcCandie助教に変更。
・授業運営上の都合により、McCandie助教の担当科目のうち「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ（基礎1）」「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ（基礎2）」の担当者をRoth講師に、「ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞ・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ」
　の担当者をMinehane准教授に変更。
・学内移籍に伴い、冨岡講師を「兼担」から「専任」に、「講師」から「教授」に変更。
・榎本講師退職に伴い、杉浦講師に変更。
・時間割編成の都合により開講クラス数を削減したため、宮浦講師の担当科目のうち「英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅢ（応用1）」「英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅣ（応用2）」の担当者を「後任なし」に変
　更。
・時間割運営上の都合により、吉田講師を千葉講師に変更。
・時間割編成の都合により開講クラス数を削減したため、Simmonds講師を「後任なし」に変更。
・時間割運営上の都合により、Sweetlove講師の担当科目のうち「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅢ（応用1）」「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅣ（応用2）」「ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ・ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ」「ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ」の担当者を
　Moore講師に変更。
・時間割編成の都合により開講クラス数を削減したため、Riccobono講師の担当科目のうち「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ（基礎1）」「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ（基礎2）」
　「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅢ（応用1）」「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅣ（応用2）」の担当者を「後任なし」に変更。
・開講クラス数未定のため、Riccobono講師の担当科目のうち「ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ・ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ」「ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ」の担当者を「後任未定」に変更。
・時間割編成の都合により開講クラス数を削減したため、Elliott講師の担当科目のうち「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ（基礎1）」「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ（基礎2）」
　「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅢ（応用1）」「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅣ（応用2）」の担当者をBrinkley講師に変更。
・開講クラス数未定のため、Elliott講師の担当科目のうち「ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ・ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ」「ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ」の担当者を「後任未定」に変更。
・教育効果向上のため、竹田講師の担当科目のうち「英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅠ（基礎1）」「英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅡ（基礎2）」の担当者を「後任なし」から児玉講師に変更。
・時間割運営上の都合により、竹田講師の担当科目のうち「英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅢ（応用1）」「英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅣ（応用2）」の担当者を児玉講師に変更。
・時間割運営上の都合により、大達講師の担当科目のうち「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅢ（応用1）」「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅣ（応用2）」の担当者を児玉講師に変更。
・時間割編成の都合により、大達講師の担当科目のうち「英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅢ（応用1）」「英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅣ（応用2）」の担当者を「後任なし」に変更。
・時間割編成の都合により開講クラス数を削減したため、Weyand講師の担当科目のうち「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ（応用1）」「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ（応用2）」の担当者を「後任なし」
　に変更。
・開講クラス数未定のため、Weyand講師の担当科目のうち「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅤ（発展）」「英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅤ（発展）」「英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅤ（発展）」の担当者を「後任未定」に変
　更。
・時間割運営上の都合により、木下講師の担当科目に「ｽﾍﾟｲﾝ語入門Ⅰ」を追加。
・時間割編成の都合により開講クラス数を削減したため、Fallon講師の担当科目のうち「英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅢ（応用1）」「英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅢ（応用2）」の担当者を「後任なし」に
　変更。
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【令和元年度】

（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

・平成３１年４月、児玉講師が専任教員として就任。
・平成３１年４月、金元榮講師、金奈淑講師、洪妍定講師、Lamb Otto Daniel講師、Molnar John Andras講師、大塚英揮講師、尹芷汐講師、王昊凡講師、岡田雄樹講師、
Iwaskow Roman講師、伊藤ゆかり講師、誉田百合絵講師、前田明美講師が就任。
・教員人事の都合のため、村田教授の担当科目から「ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠ」「ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡ」を削除。
・教育効果向上のため、二神教授の担当科目に「国際ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸⅠ(英語圏)｣を追加。
・授業運営上の都合により、呉教授の担当科目のうち「韓国語入門Ⅰ｣「韓国語初級Ⅰ」の担当者を金元榮講師と金奈淑講師に、「韓国語中級Ⅰ」「韓国語応用Ⅰ」を洪妍定講
師に変更。
・授業運営上の都合により、呉教授の担当科目に「韓国語応用Ⅱ｣を追加。
・授業運営上の都合により、Hall講師の担当科目のうち「英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅢ(応用1)｣「英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅣ(応用2)｣の担当者をLamb講師に変更。
・中山講師退職に伴い、「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅤ(発展)」「英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅤ(発展)」「英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅤ(発展)」「ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ」「ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ」の担当者を児玉講師に変更。
・中山講師退職に伴い、「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅢ(応用1)」の担当者をMolnar講師に変更。
・中山講師退職に伴い、「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ(基礎1)」「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ(基礎2)」「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ(応用1)」「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ(応用2)」「英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅠ(基礎1)」「英語
ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅡ(基礎2)」「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅣ(応用2)」の担当者を「後任なし」に変更。
・授業運営上の都合により、「ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾘﾚｰｼｮﾝｽﾞ」の担当者を長尾講師から大塚講師に変更。
・時間割編成の都合により開講クラス数を追加したため、冨岡教授の担当科目に「ゼミナールⅢ」「ゼミナールⅣ」を追加。
・授業運営上の都合により、「自然と人間」の担当者を谷口講師から広瀬講師に変更。
・授業運営上の都合により、魏講師の担当科目のうち「中国語初級Ⅰ」「中国語初級Ⅱ」の担当者を尹講師に変更。
・時間割運営上の都合により、「現代の日本社会」「近現代の日中関係」の担当者を黒田講師から王講師に変更。
・時間割運営上の都合により、「健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学Ⅰ」「健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学Ⅱ」の担当者を浦野講師から岡田講師に変更。
・時間割運営上の都合により、「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ(基礎1)」「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ(基礎2)」の担当者をHeather講師からMolnar講師に、「ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ」「ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ」の担当者
をHeather講師からHall講師に変更。
・時間割運営上の都合により、「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ(基礎1)」「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ(基礎2)」「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅢ(応用1)」「英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅣ(応用2)」の担当者をBrinkley講師か
らIwaskow講師に変更。
・時間割運営上の都合により、「ｽﾍﾟｲﾝ語入門Ⅱ」「ｽﾍﾟｲﾝ語初級Ⅱ」の担当者を木下講師から伊藤講師へ変更。
・時間割運営上の都合により、「ｽﾍﾟｲﾝ語初級Ⅱ」「ｽﾍﾟｲﾝ語中級Ⅱ」「ｽﾍﾟｲﾝ語応用Ⅱ」の担当者を木下講師から誉田講師へ変更。
・時間割運営上の都合により、「ｽﾍﾟｲﾝ語入門Ⅰ」「ｽﾍﾟｲﾝ語初級Ⅰ」の担当者をｴﾙﾋﾞｰﾆｱ講師から前田講師へ変更。
・教育効果向上のため、ロンセロス講師の担当科目に「ｽﾍﾟｲﾝ語中級Ⅰ」「ｽﾍﾟｲﾝ語応用Ⅰ」を追加。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。
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（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、教員審査を受審済みであり、

　　　　完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに、［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　および、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
0

= 0.00 ％
26

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
26

= 108.33 ％
24

65
※H7.4.1以前

　採用者：72歳
※H7.4.2～H17.4.1
　採用者：68歳

0 0

歳 名 名

10 9 6

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

［ 1 ］ ［ 2 ］ ［ 0 ］［ △1 ］ ［ 2 ］ ［ △1 ］ ［ 2 ］

年齢構成

1

　（２）－③　年齢構成

10 9 6 1 26 26

［ 1 ］ ［ 2 ］ ［ 0 ］

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｃ）
教　授 准教授 講　師 助　教

計
（Ｄ）

9 6 1 26

(8) （6） （6） （2） （22）

准教授 講　師 助　教
計

（Ｂ）

9 7 6 2 24
10

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
教　授

設置時の計画 現在（報告時）の状況

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

10 5

名 名

　　　　

　（２）－②　専任教員数【大学】
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

2 講師
Staci-Anne R

Ali
H29.3

必修 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ(基礎1) ①

H29.3.31付、契約期間満了（29）

必修 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ(基礎2) ①

必修 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ(応用1) ①

必修 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ(応用2) ①

必修 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅤ(発展) ①

必修 英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅤ(発展) ①

必修

必修 英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅢ(応用1) ①

必修 英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅣ(応用2) ①

必修 英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅤ(発展) ①

必修 英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅢ(応用1) ②

必修 英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅣ(応用2) ③

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅤ(発展) ①

必修 英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅠ(基礎1) ③

必修 英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅡ(基礎2) ③

必修 英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅤ(発展) ①

①

必修 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ(応用1) ①

必修 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ(応用2) ①

必修 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ(応用Ⅰ) ③

英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅢ(応用1) ①

必修 英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅣ(応用2) ①

必修 英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅤ(発展) ①

必修 英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ(基礎1) ①

必修 英語ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ(基礎2) ①

科目

後任補充状況

必修

必修

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

必修 ①

H31.3

人
科目

0

必修 英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅢ(応用1)

必修 英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅤ(発展) ①

必修 英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅢ(応用1) ①

①

必修 英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅣ(応用2) ①

必修 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅤ(発展) ①

必修 英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅠ(基礎1) ①

必修 英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞⅡ(基礎2) ①

必修 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ(基礎2)

（３） 専任教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ

番　号

①の合計数（a）

専任教員氏名

②の合計数（b）

必修・選択・自由の別 辞任等の理由

H29.3.31付、他大学へ移籍のため辞任（29）

H31.4.1付、他大学へ移籍のため辞任（元）

担当予定科目

職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別

必修

選択

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

必修

後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由担当予定科目

該当なし

3

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ(基礎1) ③

講師 中山　麻美

必修 ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ ①

必修 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ(基礎2) ③

必修 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ(応用Ⅱ) ③

必修

英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅤ（発展） ①

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

必修

1

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

必修

①

自由自由

計 計計

英語ﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅣ(応用2) ①

H29.3講師
Patrick Scott

Rates

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ(基礎1)

③の合計数（c）

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

職　位

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

選択

必修

選択

必修

選択

自由自由

必修必修 科目

選択 科目

番　号
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能なかぎり具体的に記入してください。

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

= = 12.5 ％
3
24

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

科目 自由 自由

必修 必修

選択 科目 選択
人

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

0
自由

計 科目 計 計

選択 選択

自由

必修 科目 必修

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

選択

必修

該当なし

必修

　（３）－⑤　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

自由 0 科目 自由 0 自由 0

選択 0

1

0 科目

0 科目

39 科目 計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修

0自由

7

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

③の合計数（c）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

31

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

辞任した教員数

3 人

必修 39 科目 必修

計

0 選択

必修

科目 選択 0

③の合計数（c）

3 人

計

①の合計数（a） ②の合計数（b）

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

①の合計数（a） ②の合計数（b）

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

7

選択 0 選択

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

31 計

必修 1

計 7

自由

39

0 選択 0

　基本的に、退職した専任教員と同じ職位の専任教員を後任としているため、教育レベルに影響はないと考える。専任退職者３名のうち１
名の担当科目は専任を後任とした科目、兼任を後任とした科目、廃止をした科目があるが、兼任後任の場合は、同等の教育ができるもの、
廃止の場合は、授業時間割上で並列に開講している履修者が少人数の数科目に受講者を分散させて対応しているため、教育レベルには影響
がないと考える。また、授業時間割表、シラバスで後任教員を周知しているため学生の授業履修に影響はないと考える。

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、

辞任等した教員数

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

1

0 選択

必修

7

自由 0

計 39 科目 計 31 計 1

0 自由 0

必修

選択

自由

科目 必修 31
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区　　　分
今後の

の実施計画

該当なし

履　行　状　況

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、調査結果が公表された年度の年を記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

７　その他全般的事項

＜外国語学部　国際英語学科＞

（１） 設置計画変更事項等

4. 教育課程の編成の考え方及び特色
（１）教育課程編成方針
  外国語学部の教育課程は、厳選された科目により、教養教育
部門、専門教育部門の２部門で体系的に編成されている。
①　教養教育部門には、豊かな教養及び幅広い視野を備えた社
会の担い手として生きる力を身につけるための科目を配置す
る。
②　専門教育部門には次のとおり科目を配置する。
・「話す・聞く・読む・書く」の４技能をバランスよく備え、
グローバル化社会で活躍するために必要な英語力を身につける
ための科目
・グローバル化社会を多面的に理解する力を養うための第二外
国語科目
・言語の仕組みやその背景にある文化、思考法などについて幅
広い知識の修得や理解を深めるための科目
・アジアの事情、異文化、国際社会への理解や関心を深めるた
めの科目
・日本の歴史、文化、社会などを世界に説明し、情報発信でき
る力を養うための科目
・コミュニケーション力を育成するための科目
・対話と協働により、自ら課題を見出し解決する実践力を養う
ための科目
・主体的な学習習慣、研究を深めることによる優れた洞察力及
び分析力を身につけるための科目

大学全体の教育課程編成方針策定に伴う教育課程編成方針の一
部変更

4. 教育課程の編成の考え方及び特色
（１）教育課程編成方針
　国際英語学科は、その教育目標を達成し、学位授与方針に示
す資質・能力を身につけさせるため、教養教育部門、専門教育
部門の２部門で体系的に構成された、次のような教育課程を編
成し、実施します。

① 教養教育部門は、基軸科目、発展科目（人間を考える、社
会に生きる、自然と生きる）、情報教育科目、体育科目、キャ
リア教育科目で構成され、豊かな教養および幅広い視野を備え
た社会の担い手として生きる力を身につけるようにする。
② 専門教育課程は、外国語科目群、専門基礎科目群、専門基
幹科目群、専門展開科目群に配置された以下の科目を中心に、
専門分野の知識・能力を確実に修得し、問題解決のために活か
すことができるようにする。
・「話す・聞く・読む・書く」の４技能をバランスよく備え、
グローバル化社会で活躍するために必要な英語力を身につける
ための科目
・グローバル化社会を多面的に理解する力を養うための第二外
国語科目
・言語の仕組みやその背景にある文化、思考法などについて幅
広い知識の修得や理解を深めるための科目
・アジアをはじめとする海外の事情、異文化、国際社会への理
解や関心を深めるための科目
・日本の歴史、文化、社会などを世界に説明し、情報発信でき
る力を養うための科目
・コミュニケーション力を育成するための科目
③ 専門教育課程は、ゼミナール科目群に配置された以下の科
目を中心に、能動的学修の要素を取り入れることにより、生涯
にわたって主体的に学び、他者との相互理解や意見交換ができ
るようにする。
・対話と協働により、自ら課題を見出し解決する実践力
を養うための科目
・主体的な学習習慣、研究を深めることによる優れた洞察力お
よび分析力を身につけるための科目
④ 学修成果に対する厳格な成績評価と単位認定を行うととも
に、学修行動調査やGPA、修得単位数にもとづく個別指導を行
うことにより、個々の達成度と将来計画に応じた学修を進める
ことができるようにする。

6. 教育方法、履修指導方法及び卒業要件
（１）教育方法
＜学位授与方針＞
　外国語学部において、４年以上在学し、外国語学部が定める
卒業に必要な１２４単位以上を修得し、次の学士力を身につけ
た学生に対して学士（外国語学）の学位を授与する。
  ①　豊かな教養及び幅広い視野で生きる力
　②　英語を実践的に運用する力
　③　海外の事情に通じ、深く異文化を理解する力
  ④　日本の立場や事情を積極的に情報発信できる力
  ⑤　対話と協働により、主体的に課題を発見し取り組む
      力

大学全体の学位授与方針策定に伴う学位授与方針の一部変更

6. 教育方法、履修指導方法及び卒業要件
（１）教育方法
＜学位授与方針＞
  国際英語学科は、本学部人材養成目的「国際化の推進を理念
とし、グローバリゼーションが深化する世界において求められ
る実践的なコミュニケーション力を有し、国境を越えて活躍で
きる、以下に掲げる能力を備えた人材の養成を目的とする。
1.グローバル化社会の最前線で活躍できる英語の運用能力を有
した人材
2.アジアをはじめとする海外の事情に通じ、異文化や国際社会
に対して深い理解力を持った人材
3.日本の歴史、文化、社会を深く理解し、日本の立場や事情を
世界に発信する能力を備え、グローバル化社会を切り開いて行
くことができる人材」に基づき、次の資質・能力を身につけた
学生に学士（外国語学）の学位を授与します。
① 豊かな教養および幅広い視野を持って生きることができ
る。
② 英語を実践的に運用できる。
③ 海外の事情に通じ、深く異文化を理解できる。
④ 日本の立場や事情を積極的に情報発信できる。
⑤ 対話と協働により、主体的に課題を発見し取り組むことが
できる。
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　全学的な組織である大学教育開発センターが主体となり、全学部において前期授業及び後期授業終了時に授業改善アンケー
トを実施しました。

　ａ　実施内容

　平成30年度は、以下について実施しました。
・FDに関する研修会
・教員相互の授業参観
・教育活動発表会（2回）
・授業改善アンケート

　ｂ　実施方法

(1) 英語科目のコーディネーション：英語スキル科目担当者が集まり、授業教授法、課題についての話し合い
(2) 教員相互の授業参観：外国語学部教員が自分の担当以外の授業を参観し、相互評価、アドバイス、アイデア交換
(3) 教育活動発表会の実施：名城大学外国語学部第5回教育シンポジウム-言語教育に関する発表、ICTワークショップ
(4）教育活動発表会の実施：名城大学外国語学部第6回教育シンポジウム-言語教育に関する授業のアイデアや教材の発表
(5) CLIL報告と反省会:CLIL授業を改善するための報告と反省
(6) 授業改善アンケート:大学教育開発センターによる授業改善アンケート（前期・後期）の実施

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

　授業改善アンケート結果については、教員別の調査結果を除き、調査結果報告書として、ウェブサイトで公開します（教員
別の調査結果については、冊子により事務室等で教員、学生に公開します）。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　上述のFDを推進する研修会、教員相互の授業参観、教育活動発表会等の活動を実施しました。その成果を、今後の教育内
容、教育方法、教育技法の改善に生かして行きます。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　ａ　委員会の設置状況

8.　入学者選抜の概要
（１）入学者選抜方法及び選抜体制
1) 入学者受け入れ方針
  外国語学部で学ぶためには、高校までの学習による基礎学力
を身につけていることを前提として、次のような人物であるこ
とが望まれる。
① コミュニケーションを通じて自ら進んで国際社会の課題に
実践的に取り組みたいと思っている人
② グローバル化時代において、英語を駆使して活躍したいと
思っている人
③ 言語の背景にある文化や社会を深く理解したいと思ってい
る人
④ 世界に向けて日本のことを積極的に情報発信したいと思っ
ている人
⑤ 向上心やチャレンジ精神が旺盛で、高い志と強固な意思を
持って勉学に取り組むことのできる人

大学全体の入学者受け入れ方針策定に伴う入学者受け入れ方針
の一部変更

8.　入学者選抜の概要
（１）入学者選抜方法及び選抜体制
1) 入学者受け入れ方針
　国際英語学科は、次のような資質・能力を身につけている人
を受入れます。
① 高校までの学習による基礎学力を身につけている。
② コミュニケーションを通じて自ら進んで国際社会の課題に
実践的に取り組みたいと思っている。
③ グローバル化時代において、英語を駆使して活躍したいと
思っている。
④ 世界に向けて日本のことを積極的に情報発信したいと思っ
ている。
⑤ 向上心やチャレンジ精神が旺盛で、高い志と強固な意思を
持って生涯にわたり勉学に取り組む意欲がある。

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

①　実施体制

　「b　実施方法」の各項目と対応
(1) 英語スキル科目担当者が話し合いを適宜実施
(2) 平成30年6月4日～15日に実施 外国語学部全教員が授業を相互参観
(3) 平成30年7月18日に教育活動発表会の実施　外国語学部教員16名が参加、4名が発表
(4) 平成31年1月23日に教育活動発表会の実施　外国語学部教員14名が参加
(5) 平成31年1月10日に実施　外国語学部教員14名が参加
(6) 大学教育開発センターによる授業改善アンケート（前期・後期）の実施

　本学では、全学を対象としたファカルティ・ディベロップメント（FD）活動の実施及び各学部、研究科へのFD活動・教育の
質向上の取組の支援により、本大学の教育改善を推進することを目的とする「大学教育開発センター要項」を定めており、各
学部等においても全学的な取り組みと連動しながらFD活動を実施しています。
　外国語学部においては、外国語学部教授会のもとにFD委員会を設置し、FD委員会委員長を議長として審議を行っています。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　平成30年度は、外国語学部FD委員会(委員5名)を4回開催しました。

　ｃ　委員会の審議事項等

　外国語学部FD委員会では、教育内容、教育方法、教育技法の改善に関すること、その他FDに関わる事項について、審議を行
います。

②　実施状況
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　ｂ　公表無の場合の特段の理由　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

（注）・　今後公表する予定の場合は、「有」にマルを記入してください。今後も公表する予定がない場合は、

　　　　「無」にマルを記入してください。

　　　　いて記入してください。

○　設置計画履行状況報告書（令和元年度）

　ａ　ホームページへの公表予定の有無　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

（５） 情報公表に関する事項

　ｂ　公表有の場合の公表（予定）時期　　（　　令和元年　５月中旬　　）

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　外国語学部は、グローバル人材の育成という社会の要請に基づき設置されました。外国語学部の人材養成目的は、以下のと
おりです。
「外国語学部は、国際化の推進を理念とし、グローバリゼーションが深化する世界において求められる実践的なコミュニケー
ション力を有し、国境を越えて活躍できる、以下に掲げる能力を備えた人材の養成を目的とする。
①  グローバル化社会の最前線で活躍できる英語の運用能力を有した人材
②  アジアをはじめとする海外の事情に通じ、異文化や国際社会に対して深い理解力を持った人材
③  日本の歴史、文化、社会を深く理解し、日本の立場や事情を世界に発信する能力を備え、グローバル化社会を切り開いて
行くことができる人材」

  設置の趣旨・目的の達成状況の評価を学生の受け入れ状況から検証した結果、以下のとおりであり、外国語学部が養成を目
指すグローバル人材に対して、社会のみならず、高校生の中にも高い需要があるといえます。今後も設置計画に基づき、外国
語学部はグローバル人材の育成を行っていきます。

　外国語学部国際英語学科の学生受け入れ状況   　　 （単位：名）
　 　　　　　平成28年度 　平成29年度 　平成30年度 　令和元年度
　入学定員 　　 130 　　　　 130 　　　　 130 　　　　 130
　志願者数 　　1,456　　　  1,592 　　　 2,066 　　　 1,535
　受験者数 　　1,397　　　  1,553  　　　2,024  　　　1,482
　合格者数 　　 414  　　　　485  　　　　447  　　　　423
　入学者数 　　 138  　　　　148  　　　　133  　　　　125

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　ｂ　公表方法

　本学では開学100周年にあたる2026年を目標年とする戦略プラン「Meijo Strategy-2026」【通称：MS-26】を策定しており、
毎年、全学版及び各部署版を作成することにより、自己点検・評価に係るPDCAを実施しています。具体的には、各部署が年度
当初に立てた事業計画に対して、9月頃に常勤理事との面談を踏まえて中間自己評価を行い、その検証結果を踏まえて次年度以
降の戦略プラン見直しや事業計画の立案に反映させています。法人全体の「2019年度 事業計画書」は、平成31年4月に名城大
学ホームページにおいて公表しており、「2018年度 事業報告書」は、令和元年6月頃に同様に公表することを予定していま
す。

③　認証評価を受ける計画

　本学は平成27年度に大学基準協会による第2期認証評価を受審し、平成28年3月に「大学基準に適合している」との評価結果
を受けました。「努力課題」の評価を受けた事項については、学長を委員長とする大学評価委員会のもとで課題を共有、各学
部等において対応方法を検討した後、現在、改善状況等を取り纏めた報告書を作成しています。なお、外国語学部について
は、第3期認証評価において受審する予定です。

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

（４） 自己点検・評価等に関する事項

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

該当なし
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